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当
協
会
学
術
部

で
行
う
臨
床
研
究

へ
の
参
加
、
協
力

を
お
願
い
す
る
た

め
に
い
く
つ
か
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
を
訪

問
し
て
い
る
。
い

ず
れ
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
患
者
数

の
違
い
は
あ
る
に
し
て
も
、
そ

の
規
模
は
自
院
と
大
き
な
違
い

は
な
く
、
訪
問
す
る
と
安
心
感

を
覚
え
る
。
し
か
し
、
近
い
将

来
、
こ
の
風
景
が
大
き
く
変
貌

す
る
か
も
し
れ
な
い
▼
今
後
、

設
備
を
充
実
さ
せ
、
複
数
の
医

師
を
配
置
し
た
、
新
し
い
形
の

ク
リ
ニ
ッ
ク
が
増
え
て
い
く
よ

う
に
思
う
。
オ
ン
ラ
イ
ン
診
療

や
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
診
療
支
援

体
制
が
構
築
さ
れ
、
入
院
施
設

は
な
い
も
の
の
、
最
初
の
診
察

か
ら
検
査
、
治
療
ま
で
一
施
設

で
完
結
で
き
る
体
制
を
有
す
る

よ
う
に
な
る
と
想
像
で
き
る
。

特
に
都
市
部
に
お
い
て
は
、
前

述
の
多
機
能
を
有
す
る
ク
リ
ニ

ッ
ク
と
基
幹
病
院
へ
の
二
極
化

が
進
ん
で
い
く
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
▼
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
分
布

や
形
態
が
変
わ
る
こ
と
に
よ

り
、
現
行
の
医
療
制
度
に
ま
で

影
響
が
及
ぶ
こ
と
の
な
い
よ
う

に
願
い
た
い
。
特
に
日
本
の
優

れ
た
医
療
制
度
を
特
徴
づ
け
て

い
る
、
医
療
機
関
へ
の
フ
リ
ー

ア
ク
セ
ス
に
つ
い
て
は
、
今
後

も
で
き
る
限
り
維
持
し
て
い
き

た
い
と
考
え
る
の
は
、
私
だ
け

で
は
な
い
だ
ろ
う
▼
一
方
で
、

自
院
を
含
め
た
地
域
に
密
着
す

る
従
来
型
の
小
規
模
ク
リ
ニ
ッ

ク
は
、
こ
れ
か
ら
も
存
続
し
て

い
け
る
の
だ
ろ
う
か
。
若
年
層

の
読
書
離
れ
や
デ
ジ
タ
ル
化
の

台
頭
な
ど
時
代
の
波
に
飲
ま

れ
、
い
つ
の
間
に
か
そ
の
姿
を

消
し
た
町
の
小
さ
な
本
屋
さ
ん

の
二
の
舞
に
な
ら
な
い
こ
と
を

切
に
願
っ
て
い
る
。

（
Ｓ
Ｙ
）

田中麻衣子
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熊本地震・千葉豪雨

資格確認書やマイナ保険証が
なくても受診可能

協
会
Ｈ
Ｐ
に
保
険
点
数
の

協
会
Ｈ
Ｐ
に
保
険
点
数
の

問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
新
設

問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
新
設

お
電
話
と
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

お
電
話
と
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く
だ
さ
い

医
療
と
司
法
の
タ
ッ
グ
を

一
部
保
険
外
療
養
を
問
題
視

日
弁
連
と
の
懇
談

日
弁
連
と
の
懇
談

で
あ
る
―
と
提
言
し
た
こ
と
を

受
け
、
カ
ナ
ダ
で
普
及
し
て
い

る
「
Ｈ
Ｊ
Ｐ
（
医
療
者
と
法

律
の
連
携

：H
ealth Justice 

Partnership

）」
に
つ
い
て
紹

介
。
Ｈ
Ｊ
Ｐ
は
医
療
と
法
律
を

軸
と
し
た
地
域
連
携
の
こ
と
を

指
し
、
▽
直
接
的
な
法
的
サ
ー

ビ
ス
、
▽
専
門
家
教
育
、
▽
ア

ド
ボ
カ
シ
ー
（
政
策
提
言
）
―

を
３
本
柱
と
し
て
い
る
。

　

実
践
的
な
例
と
し
て
、
４
つ

て

報
告

さ

れ

た
。
日
弁
連
が

２
０
２
３
年
の

人
権
擁
護
大
会

に
お
い
て
、
Ｓ

Ｄ
Ｈ
（
健
康
の

社
会
的
決
定
要

因

：T
he Social

D
eterm

inants 

of H
ealth

）
へ

の
取
組
み
と
し

て
、
①
医
療
者

に
よ
る
地
域
の

現
場
で
の
多
職

種
と
連
携
し
た

「
社
会
的
処
方
」

の
実
践
、
②
医

学
・
法
学
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

の
強
化
が
必
要

の
リ
ー
ガ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
（
法

律
事
務
所
）
と
連
携
し
て
い
る

セ
ン
ト
・
マ
イ
ケ
ル
ズ
病
院
が

示
さ
れ
た
。
住
居
の
立
ち
退
き

や
Ｄ
Ｖ
、
雇
用
と
い
っ
た
患
者

の
健
康
に
影
響
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
問
題
に
つ
い
て
、
電
子
カ

ル
テ
上
の
チ
ェ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ム

に
入
力
さ
れ
た
内
容
が
法
律
事

務
所
へ
転
送
さ
れ
、
法
律
家
が

患
者
に
直
接
連
絡
を
取
る
こ
と

に
よ
り
、
解
決
に
つ
な
げ
る
と

い
う
実
践
例
を
紹
介
し
た
。

　

猪
股
弁
護
士
は
「
日
本
で
も

Ｈ
Ｊ
Ｐ
の
仕
組
み
が
必
要
」
と

し
、
実
践
し
て
い
く
た
め
に
、

現
状
で
は
医
療
者
・
法
律
家
双

方
に
連
携
が
必
要
と
の
認
識
が

希
薄
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず

は
双
方
が
集
ま
る
場
を
設
け
る

こ
と
や
基
盤
づ
く
り
、
双
方
に

共
通
し
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
作
り
や

研
修
の
設
定
な
ど
、
今
後
の
課

題
を
挙
げ
た
。

高
額
療
養
費
の

負
担
増
「
進
め
る
わ

け
に
は
い
か
な
い
」

　

今
年
３
月
に
日
弁
連
よ
り
発

表
さ
れ
た
「
人
権
保
障
の
観
点

か
ら
高
額
療
養
費
制
度
の
改
定

案
の
抜
本
的
見
直
し
を
求
め
る

会
長
声
明
」
に
つ
い
て
、
長
岡

健
太
郎
弁
護
士
（
人
権
擁
護
委

員
会

障
が
い
を
理
由
と
す
る

差
別
禁
止
法
制
に
関
す
る
特
別

部
会

副
部
会
長
）が
説
明
。「
負

担
上
限
額
引
き
上
げ
の
影
響
は

必
ず
出
て
く
る
は
ず
で
、
今
の

ま
ま
進
め
る
わ
け
に
は
い
か
な

い
。
患
者
団
体
と
も
連
携
し
た

う
え
で
、
日
弁
連
と
し
て
も
で

き
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」

と
し
、
引
き
続
き
対
抗
し
て
い

く
立
場
を
示
し
た
。

　

小
柳
理
事
は
高
額
療
養
費
制

度
の
上
限
額
引
き
上
げ
に
つ
い

て
、「
現
役
世
代
の
が
ん
患
者

の
中
に
は
子
育
て
の
た
め
治
療

の
優
先
順
位
を
下
げ
て
し
ま
う

人
も
い
る
。
受
診
控
え
を
な
お

ざ
り
に
す
る
の
は
大
問
題
だ
」

と
し
て
、
患
者
の
切
実
な
要
望

を
置
き
去
り
に
し
た
改
悪
を
批

判
し
た
。

（
２
面
に
続
く
）

　

協
会
で
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
ニ
ュ
ー

ス
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
診
療

報
酬
に
関
す
る
情
報
発
信
体
制

の
強
化
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
一
環
と
し
て
、
よ
り
会

員
の
先
生
方
が
ご
質
問
し
や
す

い
よ
う
、
８
月
よ
り
協
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
保
険
点
数
に
関
す

る
問
合
せ
フ
ォ
ー
ム
を
新
設
し

ま
し
た
（
会
員
ペ
ー
ジ
内
。
下

記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）。
医
科
・
歯

科
に
お
け
る
保
険
点
数
に
関
す

る
ご
質
問
が
あ
れ
ば
問
合
せ
フ

ォ
ー
ム
も
あ
わ
せ
て
ご
活
用
く

だ
さ
い
。
フ
ォ
ー
ム
に
入
力
い

た
だ
い
た
ご
質
問
に
は
、
後
日

お
電
話
で
回
答
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

※
回
答
ま
で
お
時
間
を
い
た
だ

く
場
合
が
あ
り
ま
す
。
予
め

ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

順
次
回
答
の
ご
連
絡
を
さ
せ

て
い
た
だ
く
関
係
で
、
回
答

の
日
時
指
定
は
で
き
ま
せ
ん

の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
お

急
ぎ
の
場
合
は
協
会
ま
で
お

電
話
（
℡

０
４
５-

３
１
３-

２
１
１
１
）
く
だ
さ
い
。

　

は
じ
め
に
辻
泰
弘
弁
護
士

（
貧
困
問
題
対
策
本
部

本
部
長

代
行
）
よ
り
、
こ
の
間
の
日
弁
連

の
取
組
み
と
し
て
１
月
に
開
催

さ
れ
た
医
療
ア
ク
セ
ス
保
障
に

関
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
「
高

額
療
養
費
制
度
」
に
関
す
る
声

明
に
つ
い
て
紹
介
。
「
医
療
ア

ク
セ
ス
は
重
要
な
人
権
と
考
え

て
い
る
」
と
挨
拶
し
た
（
辻
弁

護
士
は
所
用
の
た
め
中
座
）。

　

続
い
て
田
辺
理
事
長
よ
り
懇

談
の
場
が
設
け
ら
れ
た
こ
と
に

謝
意
を
示
す
と
と
も
に
、
現
在

の
医
療
を
取
り
巻
く
状
況
に
言

及
。「
患
者
負
担
を
減
ら
す
ど

こ
ろ
か
増
や
す
政
策
が
進
め
ら

れ
て
い
る
」
と
し
て
窓
口
負
担

解
消
に
逆
行
す
る
流
れ
を
危
惧

し
た
。

医
療
と
法
律
の
連
携

カ
ナ
ダ
で
の
実
践

　

は
じ
め
に
猪
股
正
弁
護
士

（
貧
困
問
題
対
策
本
部

副
本
部

長
）
か
ら
カ
ナ
ダ
視
察
に
つ
い

　

６
月
２４
日
、
協
会
は
日
本
弁
護
士
連
合
会
（
日
弁
連
）
貧
困
問
題
対
策
本
部

と
、
弁
護
士
会
館
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用
に
て
「
患
者
窓
口
負
担
」
や
「
一
部
保
険
外

療
養
」
の
問
題
等
を
テ
ー
マ
に
懇
談
を
行
っ
た
。
日
弁
連
か
ら
は
辻
泰
弘
本
部

長
代
行
を
は
じ
め
６
名
が
会
場
出
席
し
、
協
会
か
ら
は
田
辺
理
事
長
、
湯
浅
・

二
村
両
副
理
事
長
、
藤
田
・
小
柳
両
理
事
が
出
席
し
た
（
Ｗ
Ｅ
Ｂ
含
む
出
席
者

の
詳
細
は
２
面
）。
医
療
費
の
窓
口
負
担
「
ゼ
ロ
の
会
」
が
つ
な
ぐ
日
弁
連
と

の
懇
談
は
２
０
２
４
年
に
続
き
２
度
目
と
な
る
。

　「令和8年熊本地震の被災者」並びに「8月13日に千葉県内で発生　「令和8年熊本地震の被災者」並びに「8月13日に千葉県内で発生
した豪雨の被災者」がマイナ保険証、資格確認書等を紛失したり、した豪雨の被災者」がマイナ保険証、資格確認書等を紛失したり、
家に残したまま避難された場合でも氏名、生年月日、連絡先などを家に残したまま避難された場合でも氏名、生年月日、連絡先などを
医療機関窓口で伝えればそのまま受診できる。厚労省が事務連絡を医療機関窓口で伝えればそのまま受診できる。厚労省が事務連絡を
出した（熊本地震は7月28日付、千葉豪雨は8月14日付）。出した（熊本地震は7月28日付、千葉豪雨は8月14日付）。
　また、「令和8年熊本地震」で被災された方々の医療　また、「令和8年熊本地震」で被災された方々の医療
機関等での窓口での支払いは不要。詳細は機関等での窓口での支払いは不要。詳細は右記QRコー右記QRコー
ドドからからご確認いただきたい。ご確認いただきたい。

「熊本地震」、「千葉豪雨」「熊本地震」、「千葉豪雨」

救援募金にご協力を救援募金にご協力を
　この度の熊本地震および千葉豪雨で被災された皆様に心　この度の熊本地震および千葉豪雨で被災された皆様に心

よりお見舞い申し上げます。よりお見舞い申し上げます。

　神奈川県保険医協会は、熊本地震および千葉豪雨により　神奈川県保険医協会は、熊本地震および千葉豪雨により

甚大な被害を被った該当協会に属する被災会員を救援する甚大な被害を被った該当協会に属する被災会員を救援する

ための募金を、下記の通り実施することにいたしました。ための募金を、下記の通り実施することにいたしました。

この救援募金は当会がとりまとめ、その全額を被災協会とこの救援募金は当会がとりまとめ、その全額を被災協会と

被災会員へ寄付することとしています。会員の皆様のご理被災会員へ寄付することとしています。会員の皆様のご理

解とご協力をお願いいたします。解とご協力をお願いいたします。

※ 当該募金は寄付金控除ができませんが、経費扱いとなります。※ 当該募金は寄付金控除ができませんが、経費扱いとなります。

―救援募金の協力方法――救援募金の協力方法―
受付期間受付期間　9月末まで（第一次）　9月末まで（第一次）
募 金 額募 金 額　一口3,000円（何口でも可能）　一口3,000円（何口でも可能）
募金方法募金方法　 郵便振込みまたは銀行振込み　 郵便振込みまたは銀行振込み
※ 通信欄に「募金」とお書きください。募金先にご指定がある場合※ 通信欄に「募金」とお書きください。募金先にご指定がある場合
は、「熊本地震」もしくは「千葉豪雨」とお書きください。は、「熊本地震」もしくは「千葉豪雨」とお書きください。「募金」「募金」
のみのみ記入の場合は当会が責任を持って配分させていただきます。記入の場合は当会が責任を持って配分させていただきます。

【郵便振込みの場合】
〈加入者名〉神奈川県保険医協会

〈口座番号〉00260‐2‐2220

◇振込用紙を使用し、通信欄に「募金」とご記入ください。

【銀行振込みの場合】
〈振込口座〉横浜銀行　横浜駅前支店

　　　　　  普通預金　0181890

　　　　　  カナガワケンホケンイキョウカイ

＊いずれの場合も振込手数料のご負担をお願いします。＊いずれの場合も振込手数料のご負担をお願いします。

お問合せ：神奈川県保険医協会お問合せ：神奈川県保険医協会℡℡ 045‐313‐2111045‐313‐2111

トップページのこのバナーからアクセス

フォームに入力する項目（抜粋）

・医療機関名
・会員氏名
・担当者名
・希望する連絡先
・繋がりやすい時間帯　　　　　　など

上段：左から尾藤弁護士、堺弁護士、猪股弁護士、村上弁護士、森弁護士
下段：左から藤田理事、湯浅副理事長、小柳理事、二村副理事長

神奈川県保険医協会会員数（8月19日現在）6,548名（医科：3,968名、歯科：2,580名）
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今
次
歯
科
診
療
報
酬
改
定

は
前
回
の
２
０
２
４
年
度
改

定
に
お
け
る
多
数
の
不
合
理

を
あ
る
程
度
「
整
理
」
す
る

か
の
よ
う
な
内
容
に
な
っ
て

い
る
。
た
だ
し
、
全
て
の
不

合
理
が
解
決
し
た
わ
け
で
は

な
く
、
新
た
な
問
題
も
生
じ

て
い
る
。

　

多
く
の
医
療
機
関
に
影
響

が
及
ぶ
問
題
点
と
し
て
、
ま

ず
歯
科
疾
患
管
理
料
（
歯
管
）

の
改
定
が
挙
げ
ら
れ
る
。
２

０
２
０
年
改
定
で
導
入
さ
れ

た
歯
管
の
初
診
月
減
算
（
８０

／
１
０
０
）
が
よ
う
や
く
廃

止
さ
れ
た
。
歯
科
治
療
を
実

施
す
る
上
で
初
診
時
に
治
療

計
画
を
作
成
し
て
医
学
管
理

を
行
う
と
い
う
行
為
は
非
常

に
重
要
な
も
の
で
あ
る
に
も

か
か
わ
ら
ず
減
算
す
る
こ
と

は
歯
科
医
学
的
妥
当
性
に
欠

け
る
も
の
と
し
て
協
会
・
保

団
連
と
し
て
是
正
要
求
を
し

て
い
た
た
め
、
こ
れ
に
つ
い

て
は
一
定
評
価
し
た
い
。
し

か
し
一
方
で
、
歯
管
の
点
数

そ
の
も
の
は
１
０
０
点
か
ら

９０
点
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

そ
の
結
果
、
管
理
開
始
時
は

改
定
前
よ
り
プ
ラ
ス
に
な
る

も
の
の
、
長
期
管
理
に
な
る

ほ
ど
今
次
改
定
前
と
比
較
し

て
減
点
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
義
歯
の
一
部
で
あ

る
バ
ー
・
ク
ラ
ス
プ
の
製
作

に
あ
た
り
、
歯
科
用
金
銀
パ

ラ
ジ
ウ
ム
合
金
（
金
パ
ラ
）

は
原
則
、
特
段
の
理
由
が
無

い
限
り
使
用
で
き
な
い
取
扱

い
と
な
っ
た
。
す
で
に
会
員

か
ら
は
「
委
託
先
の
歯
科
技

工
所
で
は
コ
バ
ル
ト
で
の
ク

ラ
ス
プ
の
義
歯
を
製
作
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
」
と
の
相

談
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
小

規
模
の
技
工
所
に
お
い
て

は
、
義
歯
の
バ
ー
・
ク
ラ
ス

プ
を
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
に
よ

り
製
作
す
る
に
あ
た
っ
て
の

設
備
投
資
が
困
難
な
場
合
も

あ
る
。
歯
科
医
療
機
関
と
し

て
は
他
の
技
工
所
に
委
託
せ

ざ
る
を
得
な
く
な
り
、
経
営

が
立
ち
行
か
な
く
な
る
技
工

所
が
出
て
く
る
こ
と
が
危
惧

さ
れ
る
。

　

そ
の
他
、
今
次
改
定
で
新

設
さ
れ
た
歯
科
技
工
所
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
支
援
料
（
歯
技
ベ

ア
）
に
つ
い
て
は
、
歯
科
医

療
機
関
と
技
工
所
間
で
の
認

識
の
違
い
に
よ
っ
て
誤
解
を

生
ん
で
し
ま
う
ケ
ー
ス
が
あ

る
と
の
報
告
が
協
会
へ
寄
せ

ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
歯
技

ベ
ア
に
つ
い
て
の
周
知
不
足

が
原
因
と
言
わ
ざ
る
を
得
な

い
。
厚
労
省
に
は
歯
科
医
療

機
関
・
歯
科
技
工
所
双
方
に

対
す
る
改
め
て
の
周
知
を
求

め
た
い
。
そ
し
て
、
技
工
士

の
処
遇
改
善
を
根
本
的
に
解

決
す
る
た
め
に
は
、
技
工
所

が
直
接
補
助
金
・
支
援
金
を

請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
構
築
等
も
必
要
な
の

で
は
な
い
か
。

　

今
次
改
定
に
お
け
る
診
療

行
為
の
評
価
に
充
て
ら
れ
る

「
各
科
改
定
率
」
は
、
歯
科
に

お
い
て
は
わ
ず
か
０
・
３１
％

に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
長
年
に

わ
た
る
低
診
療
報
酬
政
策
に

よ
り
疲
弊
し
て
い
る
歯
科
医

療
機
関
に
必
要
な
の
は
、
基

本
診
療
料
を
中
心
と
し
た
診

療
報
酬
１０
％
以
上
の
引
き
上

げ
し
か
な
い
。
協
会
・
保
団
連

は
今
後
も
厚
労
省
等
へ
不
合

理
是
正
要
求
を
行
い
つ
つ
、

国
へ
医
療
費
総
枠
拡
大
を
引

き
続
き
要
望
し
て
い
く
。
改

定
関
係
で
不
合
理
に
思
わ
れ

る
点
が
あ
れ
ば
保
険
医
協
会

ま
で
お
寄
せ
い
た
だ
き
た
い
。

今
次
歯
科
改
定

一
部
整
理
も

新
た
な
不
合
理
発
生

不
要
な
ら
解
約
や

引
落
し
の
見
直
し
を

Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド
証
明
書

電子カルテ導入、義務はなし

め
、
自
身
の
運
用
ス
タ
イ
ル
を

確
認
し
、
支
払
う
か
ど
う
か
の

判
断
が
必
要
だ
。

　

電
子
処
方
箋
に
つ
い
て
は
、

上
で
述
べ
た
よ
う
に
、
２
通
り

の
署
名
方
法
が
あ
る
。
後
述
の

仕
組
み
の
違
い
を
確
認
し
、
支

払
い
の
必
要
性
を
確
認
さ
れ
た

い
。

【
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド

自
体
に
よ
る
署
名
】

　

医
師
資
格
の
電
子
証
明
書
が

入
っ
た
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を
、
処
方

に
使
う
パ
ソ
コ
ン
に
接
続
し
た

カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ー
に
読
み
こ
ま

せ
て
電
子
署
名
を
行
う
。

　

利
用
料
は
無
料
（
支
払
い
は

不
要
）
。
毎
回
こ
の
カ
ー
ド
自

体
の
認
証
を
使
っ
て
署
名
し
て

い
る
場
合
は
、
今
回
の
請
求
に

対
応
す
る
必
要
は
な
い
。

※
カ
ー
ド
の
更
新
に
は
費
用
が

掛
か
る
場
合
が
あ
る
。
カ
ー

ド
は
５
年
更
新
で
、
日
本
医

師
会
電
子
認
証
セ
ン
タ
ー
で

の
更
新
で
は
日
医
会
員
は
無

料
。
非
会
員
は
５
千
５
０
０

円
（
税
込
）
。
歯
科
医
師
は

Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
で
発
行
・
更
新

を
行
い
、
い
ず
れ
の
場
合
も

２
万
６
千
９
５
０
円（
税
込
）。

【
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド

（
ス
マ
ホ
等
の
端
末

認
証
）】

　

電
子
証
明
書
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
上
の
サ
ー
バ
ー
に
格
納
し
、

電
子
カ
ル
テ
や
レ
セ
コ
ン
等
の

端
末
か
ら
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス

に
ア
ク
セ
ス
し
て
電
子
署
名
を

行
う
。

※
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
へ
の

接
続
の
た
め
、
電
カ
ル
等

端
末
へ
の
「
ク
ラ
イ
ア
ン

ト
証
明
書
」
の
導
入
が
必

要
。
端
末
に
本
人
認
証
す

る
方
法
と
し
て
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
マ
イ
ナ
カ
ー

ド
の
他
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー

ド
も
使
え
る
。

　

セ
カ
ン
ド
証
明
書
の
発
行
や

ス
マ
ホ
と
の
紐
づ
け
自
体
は
無

料
で
あ
る
も
の
の
、「
ク
ラ
イ

ア
ン
ト
証
明
書
」
の
使
用
に
つ

い
て
は
有
料
（
こ
れ
が
今
回
の

サ
ー
ビ
ス
利
用
料
）
。
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
カ
ー
ド
を
本
人
認
証
の
み
に

使
い
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド
に

て
電
子
署
名
す
る
ケ
ー
ス
も
あ

る
た
め
、
使
用
方
法
の
ベ
ン
ダ

ー
へ
の
確
認
を
お
勧
め
す
る

（
下
枠
を
参
照
）。

　

も
し
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド
を

用
い
た
電
子
署
名
を
し
て
い
な

い
の
で
あ
れ
ば
、
今
後
は
支
払

う
必
要
が
な
い
が
、
年
度
の
途

中
で
解
約
を
し
て
も
、
残
存
期

間
分
の
返
金
は
さ
れ
な
い
。
な

お
、
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド
電
子

証
明
書
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
を
停

止
（
解
約
）
し
た
い
場
合
は
「
電

子
処
方
箋
に
お
け
る
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ

　

７
月
１５
日
号
４
面
に
掲
載
い

た
し
ま
し
た
、
第
７１
回
定
時
総

会
の
「
祝
電
・
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

の
一
覧
に
つ
き
ま
し
て
、
愛
知

県
保
険
医
協
会
様
が
掲
載
さ
れ

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ

ま
す
。

セ
カ
ン
ド
電
子
証
明
書
利
用
に

関
す
る
情
報
」
と
い
う
Ｗ
Ｅ
Ｂ

ペ
ー
ジ
の
「
お
問
い
合
せ
フ
ォ

ー
ム
」
よ
り
解
約
し
た
い
旨
を

連
絡
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

立
法
事
実
な
き
法
案

に
国
会
紛
糾

　

二
村
副
理
事
長
は
「
医
療
費

の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』
」

の
こ
の
間
の
活
動
に
つ
い
て
、

昨
年
６
月
に
伊
藤
真
弁
護
士
を

講
師
に
迎
え
、
法
律
の
観
点
か

ら
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
た

こ
と
を
報
告
し
た
。

　

ま
た
健
康
保
険
法
改
定
で
導

入
が
決
ま
っ
た
「
一
部
保
険
外

療
養
」
に
つ
い
て
、
法
案
審
議

の
過
程
で
、
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
」

に
限
定
し
な
い
医
療
全
般
へ
の

一
部
保
険
外
し
を
大
臣
の
裁
量

で
可
能
と
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
り
、
「
立
法
事
実
が
な
い
」

と
し
て
審
議
が
紛
糾
。
局
長
が

法
解
釈
の
修
正
答
弁
を
し
た
も

の
の
、
条
文
自
体
の
修
正
は
無

く
、
ま
た
対
象
を
「
薬
剤
」
と

す
る
解
釈
修
正
で
あ
っ
た
こ
と

か
ら
、
立
法
事
実
な
き
法
改
正

で
あ
る
問
題
は
解
消
さ
れ
て
い

な
い
こ
と
な
ど
を
説
明
し
た
。

　

藤
田
理
事
は
こ
の
問
題
に
つ

い
て
、
長
期
収
載
品
の
選
定
療

養
化
の
問
題
を
挙
げ
、
「
施
行

当
初
は
先
発
品
と
の
差
額
４
分

の
１
の
負
担
だ
っ
た
が
、
今
次

改
定
か
ら
２
分
の
１
に
拡
大
し

た
。
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
も
同
様
に
、

範
囲
が
拡
大
し
て
い
く
や
り
方

は
想
像
に
難
く
な
い
」
と
し
、

医
療
界
だ
け
で
な
く
、
法
曹
界

か
ら
の
こ
の
問
題
に
対
す
る
発

信
を
要
望
し
た
。

法
律
家
・
医
療
者
・

患
者
の
３
者
が
手
を

取
り
対
抗
を

　

か
つ
て
旧
厚
生
省
に
在
籍
し

て
い
た
尾
藤
廣
喜
弁
護
士
（
貧

困
問
題
対
策
本
部

副
本
部
長
）

は
、「
外
来
投
薬
の
負
担
強
化
」

と
し
て
、
当
時
か
ら
薬
の
保
険

外
し
は
省
内
で
浮
上
し
て
い
た

と
指
摘
。
し
か
し
国
民
皆
保
険

の
原
理
原
則
に
反
す
る
制
度
変

更
で
あ
る
と
し
て
反
対
意
見
が

多
く
、
当
時
は
実
現
に
は
至
ら

な
か
っ
た
と
振
り
返
っ
た
。「
一

部
保
険
外
療
養
は
患
者
の
自
己

負
担
増
と
は
次
元
の
異
な
る
問

題
。
給
付
対
象
が
大
臣
裁
量
で

変
更
可
能
に
な
る
と
、
保
険
制

度
そ
の
も
の
が
成
り
立
た
な
く

な
る
」
と
し
、
日
弁
連
内
で
も

問
題
を
共
有
し
取
り
組
む
必
要

が
あ
る
と
し
た
。

　

村
上
晃
弁
護
士
（
貧
困
問
題

対
策
本
部

事
務
局
員
）
は
、「
Ｏ

Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
一
部
保
険
外

し
」
に
大
々
的
に
反
対
を
表
明

す
る
患
者
団
体
が
少
な
く
、
政

府
は
声
の
小
さ
い
と
こ
ろ
に
矛

先
を
向
け
る
と
指
摘
。「
人
権
」

の
見
地
か
ら
法
律
家
・
医
療
者
・

患
者
の
３
者
が
手
を
取
り
対
抗

し
て
い
く
必
要
性
を
訴
え
た
。

ま
た
、
「
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
を
服

用
す
る
の
は
年
配
の
人
だ
け
で

は
な
い
」
と
指
弾
し
た
。

　

さ
ら
に
正
当
な
エ
ビ
デ
ン
ス

の
な
い「
医
療
費
抑
制
策
」そ
の

も
の
が
大
き
な
問
題
だ
と
し
、

ミ
ス
リ
ー
ド
さ
れ
た
削
減
あ
り

き
の
議
論
に
苦
言
を
呈
し
た
。

政
府
は
高
齢
者
の
窓
口
負
担
、

高
額
療
養
費
制
度
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類

似
薬
―
と
い
う
よ
う
に
付
焼
刃

的
に
タ
ー
ゲ
ッ
ト
を
す
げ
替
え

て
お
り
、
患
者
窓
口
負
担
の
存

在
自
体
が
憲
法
１３
条
に
反
し
て

い
る
と
い
う
本
質
的
部
分
か
ら

も
訴
え
る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

　

ま
た
、
森
弘
典
弁
護
士
（
貧

困
問
題
対
策
本
部

事
務
局
次

長
）
は
２
０
１
６
年
に
施
行
さ

れ
た
「
患
者
申
出
療
養
制
度
」

を
当
時
か
ら
問
題
視
し
て
お

り
、「
今
回
は
こ
れ
以
上
に
大

き
な
問
題
だ
」
と
し
て
危
機
感

を
共
有
し
た
。

診
療
報
酬
引
き
上
げ

と
同
時
に
「
窓
口

負
担
ゼ
ロ
」
実
現
を

　

今
次
診
療
報
酬
改
定
に
つ
い

て
問
わ
れ
、
二
村
副
理
事
長
は

「
プ
ラ
ス
改
定
と
は
い
え
、
賃

金
や
物
価
へ
の
対
応
な
ど
使
途

が
限
定
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、

医
療
技
術
に
対
す
る
プ
ラ
ス
分

は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
さ
ら
に
現

在
の
物
価
上
昇
に
も
追
い
つ
い

て
い
な
い
」
と
問
題
視
。
ま
た

田
辺
理
事
長
は
医
療
費
の
総
枠

拡
大
を
目
指
す
と
い
う
従
来
か

ら
の
方
針
に
言
及
し
た
う
え

で
、
「
同
時
に
患
者
窓
口
負
担

を
ゼ
ロ
に
し
な
け
れ
ば
、
診
療

報
酬
引
き
上
げ
に
比
例
し
て
患

者
負
担
も
増
え
て
し
ま
う
。『
ゼ

ロ
』
の
運
動
も
同
時
に
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説
い
た
。

　

最
後
に
湯
浅
副
理
事
長
か

ら
、
「
国
民
の
生
の
声
を
反
映

し
な
が
ら
、
我
々
医
療
者
と
法

律
家
で
タ
ッ
グ
を
組
ん
で
前
進

し
て
い
き
た
い
」
と
し
て
閉
会

の
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

　

〝
２
０
３
０
年
ま
で

に
電
子
カ
ル
テ
の
普
及

率
を
約
１
０
０
％
と
す

る
〟
普
及
目
標
は
、
政

府
に
課
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
医
療
機
関
に
義

務
付
け
る
も
の
で
は
な

い
―
―
。
上
野
厚
労
相

は
７
月
２１
日
の
定
例
会

見
で
、
保
団
連
の
質
問

に
対
し
こ
う
明
言
し
た
。

　

昨
年
１２
月
に
成
立
し

た
医
療
法
等
改
定
法
に

は
、
政
府
が
２
０
３
０

年
度
ま
で
に
電
子
カ
ル
テ

の
普
及
率
約
１
０
０
％
を

目
標
と
す
る
旨
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
た
。

　

こ
の
見
解
に
関
し
、
日

本
医
師
会
の
長
島
常
任
理

事
は
８
月
５
日
の
記
者
会

見
で
歓
迎
。「
全
て
の
医

師
が
現
状
の
ま
ま
で
も
医

療
を
継
続
で
き
る
こ
と
が

大
前
提
」
と
し
、
義
務
化

に
は
明
確
に
反
対
し
て
い

る
。

　

電
子
処
方
箋
を
発
行
す
る
際

は
、①
「
Ｈ
Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
（
物

理
カ
ー
ド
）
」
ま
た
は
②
「
Ｈ

Ｐ
Ｋ
Ｉ
セ
カ
ン
ド
（
ス
マ
ホ
や

マ
イ
ナ
カ
ー
ド
な
ど
で
認
証
）
」

の
い
ず
れ
か
の
電
子
署
名
を
使

う
必
要
が
あ
る
。
こ
の
Ｈ
Ｐ
Ｋ

Ｉ
の
電
子
署
名
に
関
し
て
、
７

月
頃
に
協
会
に
問
合
せ
が
複
数

寄
せ
ら
れ
た
た
め
、
状
況
を
今

一
度
整
理
し
て
お
き
た
い
。

　

問
合
せ
の
内
容
は
、
サ
ー
ビ

ス
利
用
料
「
お
支
払
い
の
ご
案

内
」
な
る
も
の
が
株
式
会
社
フ

ァ
イ
ン
デ
ッ
ク
ス
と
い
う
会
社

か
ら
届
き
、
支
払
期
限
が
７
月

３１
日
ま
で
と
の
こ
と
で
、
ど
う

し
た
も
の
か
と
い
う
も
の
。

　

株
式
会
社
フ
ァ
イ
ン
デ
ッ
ク

ス
自
体
は
、
医
療
従
事
者
に
Ｈ

Ｐ
Ｋ
Ｉ
カ
ー
ド
を
発
行
す
る
一

般
財
団
法
人
医
療
情
報
シ
ス
テ

ム
開
発
セ
ン
タ
ー
（
Ｍ
Ｅ
Ｄ
Ｉ

Ｓ
）
か
ら
業
務
を
受
託
し
て
い

る
会
社
で
あ
る
た
め
、
い
わ
ゆ

る
詐
欺
を
行
う
よ
う
な
怪
し
げ

な
会
社
で
は
な
い
。

　

た
だ
し
、
電
子
処
方
箋
へ
の

署
名
の
仕
方
に
よ
っ
て
は
、
利

用
料
を
支
払
う
必
要
が
な
い
た

日
弁
連
と
の
懇
談
（
１
面
の
続
き
）

日
弁
連
と
の
懇
談
（
１
面
の
続
き
）

【懇談出席者】日本弁護士連合会

辻泰弘貧困問題対策本部 本部長代行、尾藤廣喜・猪股正・竹下義樹・滝沢香各同本部 副本部長、青木志帆・福田公子

両同本部 委員、堺啓輔同本部 事務局長、森弘典・阪田健夫両同本部 事務局次長、村上晃同本部 事務局員、東奈央人権

擁護委員会 障がいを理由とする差別禁止法制に関する特別部会 部会長（オブザーバー出席）、長岡健太郎同特別部会 

副部会長（オブザーバー出席）

神奈川県保険医協会

田辺理事長、湯浅・二村両副理事長、藤田・小柳両理事 
※下線はWEB出席

【HPKIセカンドの利用料（年度ごと）】

　医療機関の種別／利用料（税込）

◇診療所・保険薬局／11,000円

◇病院（400床未満）／55,000円

◇病院（400床以上）／110,000円

訂
正
と
お
詫
び

訂
正
と
お
詫
び
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医科・歯科医科・歯科
疑義解釈（その1 0 ・ 1 1 ）

診療報酬

2020

改定
診療報酬

2020

改定
20262026

《医科・歯科共通》

《歯科》

【歯科用合着・接着材料Ⅰ】（その10）
質問 回答

2

令和8年度診療報酬改定において、歯科用合着・

接着材料の機能区分の見直しが行われたが、歯科

用合着・接着材料Ⅰには、グラスアイオノマーセ

メントの組成（フルオロアルミノシリケートガラ

スとポリアクリル酸等）を主として、レジン成分

が添加されているセメントは含まれるのか。

含まれない。なお、当該機能区分

の定義における「接着性モノマー」

とは、歯質に対する接着性を有す

る、 カ ル ボ ン 酸 系 モ ノ マ ー（4-

META等）やリン酸エステル系モ

ノマー（MDP等）を指す。

【掲示事項】（その10）
質問 回答

3

保険医療機関、保険薬局

及び訪問看護ステーショ

ンにおいて、「保険医療機

関及び保険医療養担当規

則」等の各規則、告示及

び通知により、保険医療

機関等内に掲示すること

と定められている事項に

ついて、電子的表示（デ

ジタルサイネージ等）に

よる掲示を行ってよいか。

差し支えない。ただし、電子的表示による掲示にあたって

は、利用者が容易に視認し、その内容を適切に確認するこ

とができるようにすることとし、表示内容を一定時間ごと

に切り替えて表示する方法を用いる場合であっても、数分

以内に一巡して表示される等、利用者が当該内容を全て確

認できる状態を確保すること。また、利用者から求めがあ

った場合に速やかに閲覧に供することができるよう、掲示

内容を記載した紙媒体を保険医療機関等内に備え付け、当

該掲示内容を紙媒体で閲覧できる旨を表示すること。なお、

「医療法」等、健康保険法以外の法令に基づき掲示が求め

られている事項については、それぞれの法令の規定に従う

こと。
【暫間歯冠補綴装置】（その11）

質問 回答

3

暫間歯冠補綴装置

について、分割抜

歯や分離切断を行

った歯に対して、

歯冠修復を行う場

合や、④5⑥⑥、⑤

6⑥⑦又は⑥6⑦等

のブリッジの支台

歯とする場合は、

どのように算定す

るのか。

分割抜歯又は分離切断を行った歯に対する暫間歯冠補綴装置は、

最終補綴物に係る歯冠修復の算定方法と同様に取り扱う。

（例）

（1）当該歯に対して金属歯冠修復を行う場合

　　 分割抜歯を行った歯は1歯分で算定し、分離切断を行った歯

は2歯分で算定する。

（2） 下顎において、当該歯を全部金属冠によるブリッジの支台歯

とする場合

　　 分割抜歯を行った歯は、支台歯1歯分及びポンティック1歯分

を併せて2歯分で算定し、分離切断を行った歯は1歯分として

算定する。

　今年6月からの診療報酬改定に関して、厚労省より7月17日、30日付

で「疑義解釈（その10・11）」が出された。以下に主なものを掲載する

（当会で一部編集。問番号について医科・歯科共通と医科は原文ママ、

歯科は協会が付番）。なお、全文は右記QRコードや協会ホームページ「い

い医療ドットコム」等をご参照いただきたい。 

《医科》

【在宅時医学総合管理料】（その10）
質問 回答

3

「C002」在宅時医学総合管理料の注16（施設入居時等医学総合管理料の注5の

規定により準用する場合を含む。）について、毎年2月、5月、8月及び11月に

当該基準の該当可否を確認することとなっているが、2月、5月、8月及び11月

に当該基準に該当しない（注16が適用される）として届け出た医療機関が、

その後、2月、5月、8月及び11月以外の月に当該基準に該当するようになっ

た場合、その時点で基準に該当しない旨の届出を取り下げ、その翌月からは注

16を適用せずに算定することは可能か。

可能。

【初診料】（その11）
質問 回答

1

コンタクトレンズ

の 装 用 者 に つ い

て、通院中の保険

医療機関において

処方を受けたコン

タクトレンズの処

方期間が終了した

後、患者が任意に

診療を中止し、そ

の後、再び同一の

保険医療機関にお

いて診療を受ける

場合には初診料を

算定できるか。

「疑義解釈資料の送付について（その5）」（平成18年4月28日事務

連絡）別添1の問23のとおり、コンタクトレンズの装用を継続し

ている場合や、短期間装用を中止した場合であっても、屈折異常

は継続しており、屈折異常に係る傷病の転帰を「中止」又は「治ゆ」

とすることは適当ではない。

一方で、コンタクトレンズの処方期間が終了した後、患者が任意

に診療を中止し、1月以上経過した後に再び受診した場合など、

診療経過等から当該保険医療機関における屈折異常に係る診療が

継続しているとは考えられない場合、初診料を算定することが可

能。ただし、この場合において、当該保険医療機関又は当該保険

医療機関と特別の関係にある保険医療機関で、過去3年間にコンタ

クトレンズを処方したことがある場合は、直近の処方年月日（編注：

レセプト電算処理システム用コードは850100618）と処方期間（編

注：同830101001）を摘要欄に記載すること

【診療情報提供料（Ⅰ）】（その10）
質問 回答

2

診療情報提供料（Ⅰ）について、「「診療報酬請

求書等の記載要領等について」等の一部改正に

ついて」（令和8年3月27日保医発0327第2号）

により、診療報酬明細書の摘要欄に保険医療機

関を含む全ての情報提供先を記載することと

されたが、医事会計システムの当該改定への対

応がなされていない等の理由により、情報提供

先の記載がない場合の取扱い如何。

情報提供先については摘要欄への記

載が望ましいが、記載が無い場合も

算定要件を満たしていれば診療情報

提供料（Ⅰ）の算定は可能。なお、

算定にあたっては、紹介先の医療機

関等が特定されている必要があるこ

と、交付した文書の写しを診療録に

添付することなど、診療情報提供料

（Ⅰ）の算定要件に留意すること。

編注： 診療情報提供料（Ⅰ）の算定においては紹介先の医療機関が特定されていなければなら

ないが、レセプトへの紹介先の記載については「望ましい」とされた。

【チタンブリッジ】（その10）
質問 回答

1

チタンブリッジにつ

いて、④5⑥⑥、⑤

6⑥ ⑦ 又 は ⑥6⑦ 等

の分割抜歯や分離切

断を行った歯を支台

歯とする場合も、当

該ブリッジは算定で

きるのか。

分割抜歯又は分離切断した歯を支台歯としたチタンブリッジを

やむを得ず製作する場合は、残った歯冠や歯根の状態から、歯

科医学的に適切な場合に限り、算定して差し支えない。この場合、

チタンブリッジは1装置として取り扱うが、支台歯については、

分割抜歯を行った場合には、ポンティックの留意事項通知（7）

のハ及びニと同様の取り扱いとし、分離切断を行った場合には大

臼歯1歯分として算定する。なお、分割抜歯や分離切断した歯に

対するレジン前装加算は、ポンティックのみ算定する。

編注：※ ポンティック（7）ハ⇒上顎の第一又は第二大臼歯を3根のうち2根残して分割抜歯し

てブリッジの支台歯とする場合は、頬側2根を残した場合は大臼歯として、又頬側い

ずれか1根と口蓋根を残した場合は支台歯としての小臼歯歯冠修復と小臼歯のポンテ

ィックとして算定して差し支えない。

　　　※ ポンティック（7）ニ⇒下顎の第一又は第二大臼歯を近遠心2根のうち1根を残して分

割抜歯してブリッジの支台とする場合は、1根を支台歯としての小臼歯歯冠修復と小

臼歯ポンティックとして算定して差し支えない。

そ
の
１０

そ
の
１１

【ベースアップ評価料】（その11）
質問 回答

8

「令和8年度診療報酬改定関連通知及び官報掲載事項の一部訂正について」（令

和8年7月30日事務連絡）」において、令和8年度の賃金改善中間報告書に係る

様式が訂正されたが、訂正前の様式により報告を行うことは可能か。

可能。

編注：様式、作成方法の解説資料・動画が厚労省ホームページにて公開中

令和8年度診療報酬改定におけるベースアップ評価料等について（右記QR）

「9．賃金改善実績報告書の提出について」

　・【令和7年4月～翌3月度算定分】実績報告書（excel）

　　『R7実績報告書様式【診療所・歯科診療所】325KB』or『【病院・有床診療所】』

　・【令和8年6～7月算定分】中間報告書（excel）

　　『R8実績・中間報告書（病院・診療所用）【報告書専用様式】379KB』

　　　※令和8年4～5月算定分の報告は不要。

　7月30日、厚労省は『令和8年度診療報酬改定関連通知及び官報掲載事項の一部訂正に

ついて（令和8年7月30日保険局医療課事務連絡）』を発出。主にCPAP療法で在宅持続陽

圧呼吸療法指導管理料2を算定する患者について、レセプト記載事項の変更が示された。

変更点は以下の通り。この他の変更点は厚労省HPよりご確認いただきたい。

　7月30日から適用されるため、7月診療分のレセプトから記載を変更して良い。

＜別表Ⅰ　診療報酬明細書（レセプト）の摘要欄への記載事項等一覧＞

　一連の治療期間における初回の指導管理を行った年月日、直近の無呼吸低呼吸指数、

直近3月のCPAP1日平均使用時間及び睡眠ポリグラフィー上の所見並びに、睡眠ポリグラ

フィーの実施年月日及び当該管理料を算定する日の自覚症状等の所見を記載すること。

（略）また、当該管理料の（3）のウに該当する場合（編注：CPAP療法の実施患者）は、

直近3月のうちCPAP1日平均使用時間が1時間以上であったいずれか1月のCPAP1日平均

使用時間を記載すること。ただし、当該保険医療機関においてCPAP療法を開始してから

3月以内の患者についての記載は不要である。

＜記載事項＞

　・一連の治療期間における初回の指導管理年月日

　・直近の無呼吸低呼吸指数

・前月のCPAP1日平均使用時間

・2月前のCPAP1日平均使用時間

・3月前のCPAP1日平均使用時間

　・睡眠ポリグラフィー上の所見

　・睡眠ポリグラフィー実施年月日

　・算定日の自覚症状

CPAP1日平均使用時間「3月分全て記載」から

① 1時間以上の月を1月選び

「1月のみ記載」へ変更

② CPAPを始めて3月以内の患者は

「記載が不要」へ変更

CPAP「1日平均使用時間」
1月のみのレセ記載へ変更

　厚労省は7月1日に「健康保険証の有効期限終了に伴う今後の医療機関・薬局の　厚労省は7月1日に「健康保険証の有効期限終了に伴う今後の医療機関・薬局の

受診時等の対応について（周知）」を通知。医療機関に有効期限切れの健康保険受診時等の対応について（周知）」を通知。医療機関に有効期限切れの健康保険

証を持参した場合でも保険診療を認める取り扱いが7月31日をもっ証を持参した場合でも保険診療を認める取り扱いが7月31日をもっ

て終了した。8月1日からは保険資格の確認には「資格確認書」またて終了した。8月1日からは保険資格の確認には「資格確認書」また

は「マイナ保険証」を使用することとなる。は「マイナ保険証」を使用することとなる。

　詳細は、　詳細は、右記QRコード右記QRコードより協会ホームページをご確認いただきたい。より協会ホームページをご確認いただきたい。

資格確認書または資格確認書または
マイナ保険証が必須にマイナ保険証が必須に



昭和３８年８月２３日
第三種郵便物認可 神 奈 川 県 保 険 医 新 聞 （毎月３回５の日発行） （ ）42026 年 8 月 25 日 第 2328 号

　8月1日より、全世代の高額療養費の限度額が引き上げとなる。金額は下表のとおり。引き上げに伴い年間の上限額が新たに設けられる。これは年間上限を超えて一

部負担金を支払った場合、患者は保険者より償還払いを受けられるという仕組みだ。政府は2027年8月にも負担金額の更なる引き上げを予定している。

　施設基準の届出等を行っている医療機関は、毎年1回、関東信越厚生局神奈川事務所への報告が義務づけられている。8月初旬に関東信越厚生局神

奈川事務所から案内がハガキで送付されているので、本年度版の報告様式をダウンロードの上、8月31日（月）（必着）までにご提出いただきたい。

提出先は、関東信越厚生局神奈川事務所（〒231-0003 神奈川県横浜市中区北仲通5-57横浜第2合同庁舎2階（低層棟）関東信越厚生局神奈川事務所 審査

課宛て）。定例報告書のダウンロードが難しい場合は、関東信越厚生局神奈川事務所（TEL 045-270-2053）から書類を取り寄せることができる。

在宅療養支援歯科診療所1・2、在宅療養支援歯科病院・歯科外来・在宅ベースアップ
評価料Ⅰ・Ⅱの届出をしている医療機関は、8月末までに報告が必要となる。定例報告

は右記QRコード（関東信越厚生局HP）よりダウンロード可能。「実際に届出・算定し
ているもの」のみダウンロードし、関東信越厚生局神奈川事務所へご提出いただきたい。

① 2026年8月1日現在で届け出ている、または算定している項目の施設基

準について、要件を満たしているか自己点検を行う。届出受理状況は

左下QRコードを参照➡

② 自己点検の結果、要件を満たしていない施設基準があった場合は『別

添2-2施設基準の届出の確認について』および『施設基準に係る辞退届』

を提出する。

　編注： 無床診療所で施設基準の要件を全て満たしている（変更なし）

場合は報告不要。

③ 下記項目については、別に報告が必要である。全項目・様式は右下QR

コードを参照。➡

　編注： 今次診療報酬改定に伴い▽在宅療養支援診療所・支援病院（様

式11の3、11の4）、▽ニコチン依存症管理料（様式8の2）等の

実績報告は不要となった。

8月より

高額療養費の限度額が引き上げ

※1： 年収200万円未満であることが確認できた者は年間上限41万円を適用し2027年8月以降
に償還払い。

※2：75歳以上で2割負担の患者は「41区カ」、1割負担の患者は「42区キ」。

2026年7月31日まで 2026年8月1日から

70歳70歳

未満未満

適用区分適用区分 月額上限月額上限

ア 252,600円+（医療費－842,000円）×1％

イ 167,400円+（医療費－558,000円）×1％

ウ   80,100円+（医療費－267,000円）×1％

エ 57,600円

オ 35,400円

月額上限月額上限 年間上限額年間上限額 特記事項特記事項

270,300円+（医療費－901,000円）×1％ 1,680,000円 26区ア

179,100円+（医療費－597,000円）×1％ 1,110,000円 27区イ

85,800円+（医療費－286,000円）×1％    530,000円 28区ウ

61,500円 　  530,000円※1 29区エ

36,900円    290,000円 30区オ

70歳70歳

以上以上

適用区分適用区分 外来（個人ごと）外来（個人ごと） 月単位の上限額（外来+入院）月単位の上限額（外来+入院）

現役並みⅢ 252,600円+（医療費－842,000円）×1％

現役並みⅡ 167,400円+（医療費－558,000円）×1％

現役並みⅠ   80,100円+（医療費－267,000円）×1％

一般 18,000円 57,600円

低所得Ⅱ   8,000円 24,600円

低所得Ⅰ   8,000円 15,000円

外来（個人ごと）外来（個人ごと） 月単位の上限額（外来+入院）月単位の上限額（外来+入院） 年間上限年間上限 特記事項特記事項

270,300円+（医療費－901,000円）×1％ 1,680,000円 26区ア

179,100円+（医療費－597,000円）×1％ 1,110,000円 27区イ

85,800円+（医療費－286,000円）×1％    530,000円 28区ウ

22,000円 61,500円 530,000円※1 　29区エ※2

11,000円 25,700円    290,000円
30区オ

  8,000円 15,700円    180,000円

定例報告は8/31（月）まで定例報告は8/31（月）まで

施設基準の適合確認
＆変更時は報告を

歯援診1・2、歯援病・歯科外来・在宅
ベア評価料Ⅰ・Ⅱについては要報告

番
号 様式名称 対象歯科医療機関 送付方法

5
別紙様式19（歯援

診1・2、歯援病）

8月1日時点で歯援診または歯援病

の届出をしている歯科医療機関
原則郵送

6

（ 特 掲）旧 様 式98

（ 歯 科 外 来・ 在 宅

ベースアップ評価料）

※賃金改善実績報

告書

・ 2025年4月～2026年3月にベー

スアップ評価料Ⅰ・Ⅱの算定

実績がある医療機関は、2025

年度の実績報告の提出が必要

原則メール

baseup-hyoukaryou14 ＠ mhlw.go.jp

（関東信越厚生局神奈川事務所)

メール提出時、メールに添付するエ

クセルファイルのファイル名に、医

療機関コードと報告対象年度を記載

する。（ファイル名の例：9999999_

ベースアップ評価料報告R7.xlsx）

また、メール本文にも署名等により

医療機関及び連絡先を記載する。

7

（特掲）様式100別添1

（ 歯 科 外 来・ 在 宅

ベースアップ評価料）

※賃金改善中間報

告書

・ 2026年7月末までにベースアッ

プ評価料の算定を開始してい

る歯科医院は、2026年6・7月

分の賃金改善実績について報

告が必要

※2026年4・5月分の報告は不要

原則メール

送付先のアドレス、メール送信時の

注意等は実績報告と同様。

ファイル名の例）9999999_ベース

アップ評価料報告R8.xlsx

選定療養（金属床総義歯など）および歯科衛生実地指導等の実施状況報告

情報通信機器を用いた診療

初診料（歯科）の注1に掲げる基準

地域歯科診療支援病院歯科初診料

歯科外来診療感染対策加算2及び4（外感染）

今年から定例報告の提出が不要となる施設基準・選定療養

項目（主なものを抜粋） 報告対象

在宅時医学総合管理料
・施設入居時等医学総合管理料
（別紙様式20）

届出を行っている場合

情報通信機器を用いた診療（別紙
様式14） 2025年8月から2026年7月までに

実施した実績がある場合多焦点眼内レンズの支給（別紙様
式11）

予約に基づく診察 特別の料金の徴収を行っている場合

近視の進行抑制を効能又は効果と
する医薬品の支給（別紙様式23）
　編注： 近視進行抑制点眼剤リジ

ュセアが該当

2026年7月までに特別の料金を徴収
した実績がある場合

定例報告の主な報告内容について

届出受理状況 全項目・様式

医
科

歯
科
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9月1日　
　～9月7日

９
月
１
日
（
火
）

公
害
環
境
対
策
部
会
１９
時
。

９
月
２
日
（
水
）

地
域
医
療
対
策
部
会
１９
時
３０

分
。

９
月
３
日
（
木
）

歯
科
臨
床
研
究
会
１９
時
。
組

織
部
会
１９
時
。

９
月
４
日
（
金
）

経
営
研
究
会
１９
時
。
保
険
診

療
対
策
部
会
２０
時
。

９
月
５
日
（
土
）

臨
床
懇
話
会
１８
時
。

９
月
７
日
（
月
）

新
聞
編
集
会
議
１９
時
。

【
医
科
】

（
Ｑ
）
物
価
対
応
料
と
外
来
・
在

宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
（
Ⅰ
）

に
つ
い
て
、
①
電
話
等
に
よ
る

再
診
、
②
２
科
目
受
診
時
の
初

診
・
再
診
、
③
同
日
再
診
の
場
合

に
そ
れ
ぞ
れ
算
定
で
き
ま
す
か
。

（
Ａ
）
①
～
③
の
い
ず
れ
の
場
合

も
算
定
で
き
ま
す
。
２６
年
６
月

の
診
療
報
酬
改
定
以
降
、
１
日

１
回
ま
で
と
い
う
規
定
が
削
除

さ
れ
ま
し
た
の
で
、
初
診
料
や

再
診
料
等
を
算
定
す
る
度
に
併

せ
て
算
定
で
き
ま
す
。

（
Ｑ
）
健
診
等
に
関
す
る
疾
病
に

対
し
て
同
一
日
に
１
回
の
受
診

で
保
険
診
療
を
行
う
場
合
、
初

診
料
及
び
再
診
料
は
算
定
で
き

ま
せ
ん
が
、
物
価
対
応
料
や
外

来
・
在
宅
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価

料
（
Ⅰ
）
は
別
途
算
定
で
き
ま

す
か
？

（
Ａ
）
算
定
で
き
ま
せ
ん
。

【
歯
科
】

（
Ｑ
）
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ

プ
支
援
料
を
算
定
す
る
に
あ
た

り
、
例
え
ば
患
者
が
歯
科
技
工

所
に
委
託
し
て
い
た
冠
や
ブ
リ

ッ
ジ
、
義
歯
な
ど
補
綴
物
等
の

装
着
予
定
日
に
特
に
理
由
も
な

く
来
院
せ
ず
に
そ
の
後
も
来
な

か
っ
た
場
合
や
、
患
者
の
意
思

　

こ
こ
に
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

○医
髙
野
　
康
雄
氏

（
相
模
原
市
南
区
）

　

２
０
２
５
年
１１
月
１
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７７
歳
。

○医
呉
橋
　
宜
宗
氏

（
横
浜
市
都
筑
区
）

２
０
２
６
年
４
月
１３
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
７８
歳
。

○歯
佐
藤
　
正
人
氏（
茅
ヶ
崎
市
）

２
０
２
６
年
５
月
２９
日
、
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
。
享
年
５８
歳
。

で
治
療
を
中
止
（
任
意
中
断
）

し
た
り
、
患
者
が
装
着
前
に
亡

く
な
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
、
当

該
補
綴
物
等
に
関
す
る
歯
科
技

工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
を

算
定
す
る
こ
と
は
で
き
る
で
し

ょ
う
か
。

（
Ａ
）
こ
の
よ
う
な
場
合
、
当
該

補
綴
物
等
に
関
す
る
未
来
院
請

求
を
行
う
際
に
算
定
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て

は
厚
労
省
か
ら
の
疑
義
解
釈

（
令
和
８
年
４
月
２１
日

問
３

「
歯
科
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

支
援
料
」
）
が
出
て
い
ま
す
の

で
、
併
せ
て
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

訃　

報

診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）

算
定
で
き
る
情
報
提
供
先
は
？

医
科
・
今
月
の
査
定
相
談
事
例

　

協
会
で
は
日
頃
か
ら
会
員
の

医
療
機
関
よ
り
、
県
支
払
基
金

や
県
国
保
連
合
会
か
ら
の
査
定

（
減
点
）
内
容
に
関
す
る
相
談
に

対
応
し
て
い
る
。
以
下
が
今
月

の
主
な
査
定
相
談
事
例
で
あ

り
、
次
月
の
レ
セ
プ
ト
請
求
時

に
は
、
ご
確
認
い
た
だ
き
た
い
。

な
お
、
納
得
で
き
な
い
査
定
内

容
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
再

審
査
請
求
を
お
願
い
し
た
い
。

◇

（
Ｑ
）
月
２
回
来
院
し
た
患
者
。

１
回
目
の
受
診
の
際
に
３
項

目
、
２
回
目
の
受
診
の
際
に
４

項
目
、
外
来
迅
速
検
体
検
査
加

算
の
対
象
検
査
を
行
い
、
当
日

中
に
す
べ
て
の
結
果
を
文
書
に

て
説
明
し
た
。
外
来
迅
速
検
体

検
査
加
算
を
１
月
に
計
７
回
算

定
し
た
と
こ
ろ
、
「
外
来
迅
速

検
体
検
査
加
算
の
算
定
回
数
の

上
限
を
超
え
て
い
る
」
と
返
戻

さ
れ
た
。

（
Ａ
）
外
来
迅
速
検
体
検
査
加

算
は
１
日
５
項
目
が
上
限
と
通

知
に
規
定
さ
れ
て
い
る
が
、
別

日
で
あ
れ
ば
合
計
５
項
目
を
超

え
て
い
て
も
差
し
支
え
な
い
た

め
、
そ
の
ま
ま
再
請
求
を
行
う
。

（
Ｑ
）
産
業
医
あ
て
に
紹
介
状

を
記
載
し
、
診
療
情
報
提
供
料

（
Ⅰ
）
を
算
定
し
た
と
こ
ろ
査

定
さ
れ
た
。
摘
要
欄
に
宛
先
と

し
て
患
者
の
勤
務
先
の
名
前
を

記
載
し
た
。

（
Ａ
）
患
者
の
勤
務
先
と
産
業

医
は
診
療
情
報
提
供
料
（
Ⅰ
）

が
算
定
で
き
る
情
報
提
供
先
で

は
な
い
た
め
、
算
定
不
可
。

（
Ｑ
）
皮
膚
科
特
定
疾
患
指
導

管
理
料
（
Ⅰ
）を
痒
疹
で
算
定
し

た
と
こ
ろ
、
発
症
年
月
日
の
記

載
が
な
い
と
し
て
返
戻
さ
れ
た
。

（
Ａ
）
２
０
２
６
年
度
診
療
報

酬
改
定
よ
り
、
皮
膚
科
特
定
疾

患
指
導
管
理
料
（
Ⅰ
）
を
痒
疹

で
算
定
す
る
際
に
は
、
痒
疹
の

発
症
年
月
日
の
レ
セ
プ
ト
コ
ー

ド
が
新
設
さ
れ
た
た
め
、
入
力

が
必
要
で
あ
る
。

＊
協
会
に
査
定
（
減
点
）
内
容
に

関
す
る
ご
相
談
の
際
に
は
、
増

減
点
連
絡
書
を
お
手
元
に
ご
用

意
の
上
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ダ
・
ヴ
ィ
ン
チ
の
「
モ
ナ
・

リ
ザ
」
と
共
に
、
日
本
で
最
も

人
気
の
高
い
絵
は
フ
ェ
ル
メ
ー

ル
の
「
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
」

で
あ
ろ
う
。
そ
の
絵
が
現
在
、

８
月
２１
日
～
９
月
２７
日
ま
で
、

大
阪
中
之
島
美
術
館
で
公
開
中

で
あ
る
。
思
え
ば
２
０
１
２
年

の
夏
、
上
野
の
東
京
都
美
術
館

で
３
時
間
も
並
ん
で
よ
う
や
く

観
る
こ
と
が
で
き
た
あ
の
感
動

の
名
画
が
再
来
日
し
た
の
で
あ

る
。

　

今
回
紹
介
す
る
映
画
「
真
珠

の
耳
飾
り
の
少
女
」
は
、
ア
メ

リ
カ
人
作
家
ト
レ
イ
シ
ー
・
シ

ュ
ヴ
ァ
リ
エ
の
同
名
小
説
を
映

画
化
し
た
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
が
、
な
ぜ
真
珠
の
耳
飾
り
を

つ
け
て
い
る
の
か
、
わ
ず
か
に

開
い
て
い
る
唇
は
何
を
語
る
の

か
な
ど
、
あ
の
名
画
誕
生
の
秘

話
を
描
き
、
史
実
の
如
く
納
得

さ
せ
て
ゆ
く
様
が
ま
さ
に
こ
の

映
画
の
魅
力
で
も
あ
る
。

　

物
語
は
１
６
６
５
年
、
オ
ラ

ン
ダ
、
デ
ル
フ
ト
の
街
。
画
家
の

フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
下
で
住
み
込

み
使
用
人
と
し
て
働
き
始
め
た

１７
歳
の
少
女
グ
リ
ー
ト
は
、
陰

影
、
色
彩
、
構
図
な
ど
に
関
し

て
天
性
の
も
の
を
持
っ
て
い
た
。

　

グ
リ
ー
ト
に
感
化
さ
れ
た
フ

ェ
ル
メ
ー
ル
は
彼
女
を
モ
デ
ル

に
し
た
製
作
を
決
意
す
る
。
ア

ト
リ
エ
に
寝
泊
ま
り
し
て
没
頭

す
る
二
人
に
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル

夫
人
は
嫉
妬
す
る
よ
う
に
な

り
、
つ
い
に
逆
上
し
て
ア
ト
リ

エ
に
乱
入
し
、
自
分
の
真
珠
の

耳
飾
り
を
つ
け
た
少
女
の
肖
像

画
を
目
に
す
る
の
だ
っ
た
。

　

こ
の
映
画
は
、
Ａ
Ｉ
も
な
か

っ
た
２３
年
も
前
の
作
品
と
は
思

え
な
い
映
像
技
術
を
駆
使
し

て
、
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
独
特
の
光

と
影
の
作
品
が
完
成
し
て
ゆ
く

様
を
美
し
く
描
き
、
第
７６
回
ア

カ
デ
ミ
ー
賞
で
は
撮
影
賞
・
美

術
賞
・
衣
装
デ
ザ
イ
ン
賞
の
３

部
門
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
た
。

ま
た
主
演
の
ス
カ
ー
レ
ッ
ト
・

ヨ
ハ
ン
ソ
ン
は
第
６１
回
ゴ
ー
ル

デ
ン
グ
ロ
ー
ブ
賞
で
最
優
秀
主

演
女
優
賞
に
も
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ

れ
た
。

　

私
は
フ
ェ
ル
メ
ー
ル
の
大
フ

ァ
ン
で
、
実
際
に
ラ
ピ
ス
ラ
ズ

リ
の
青
色
絵
具
を
使
用
し
た

「
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
」
の

レ
プ
リ
カ
を
診
療
室
に
飾
り
、

キ
ー
ホ
ル
ダ
ー
、
冷
蔵
庫
マ
グ

ネ
ッ
ト
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
手

鏡
、
眼
鏡
拭
き
ま
で
真
珠
の
耳

飾
り
の
少
女
で
揃
え
て
い
る
。

　

既
に
、
チ
ケ
ッ
ト
完
売
が
発

表
さ
れ
て
い
る
が
、
何
と
か
大

阪
で
の
再
会
を
期
待
し
な
が
ら

本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
。

あ
の
唇
は
何
を
語
る
の
か

横
浜
市
金
沢
区

関
口　

武
三
郎

『
真
珠
の
耳
飾
り
の
少
女
』

シ ネ マ 考

「真珠の耳飾りの少女」
デジタル配信中
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中医協 9月1日実施「随時改定」 金パラ 「引き下げ」

◆支台築造（装着料含む）

メタルコア（間接法）

前・小臼歯 253 （331）

大臼歯 338 （429）

※ （　）は6歳未満の乳幼児もしくは著
しく歯科診療が困難な者の加算点数

◆ポンティック

鋳造
金パラ

小臼歯 2,031

大臼歯 2,554

銀合金 大・小臼歯 534

レジン
前装金属

金パラ

前歯 2,454

小臼歯 2,231

大臼歯 2,614

銀合金

前歯 1,308

小臼歯 762

大臼歯 622

◆コンビネーション鉤　【金パラ】

大臼歯 小臼・犬歯 前歯

828 752 715

◆バー　【金パラ】

鋳造 3,186

◆鋳造鉤　

双子鉤 二腕鉤（レスト付） ローチのバークラスプ

大大・大小 犬小・小小 大臼歯 小臼・犬歯 前歯 1歯 2歯以上

金パラ 1,955 1,586 1,404 1,252 1,179 1,935 1,955

14K 3,597 2,975 2,955 2,325 1,845 3,577 3,597

　9月1日から歯科用貴金属の随時改定が実施されることに伴い、「歯科用貴

金属」に関わる点数（うち保険医療材料料の部分）が一部改正される。「金

パラ」材料料を含む歯冠修復・欠損補綴の点数が一部変更となり、金パラ、

14K、銀合金等の点数は全て引き下げとなる。変更点は表のとおり（単位は

「点」。太字が今回変更）。今回の随時改定については、今年4月～6月の素材

価格を参照して2026年9月1日告示価格に反映される。現行制度では、乱高下

する金パラ市場価格が保険点数である告示価格（材料料）へ適正に反映され

ないという問題がある。引き続き、協会・保団連として厚労省へ抜本的解決

を求めていく。

＊お問合せは歯科保険診療対策部（ ℡ 045‐313‐2111）まで。

根面板

金パラ
前・小臼歯   653

大臼歯   854

銀合金
前・小臼歯   255

大臼歯   272

キーパー
付根面板
※ 磁性アタッ
チメント

金パラ
前・小臼歯 1,664

大臼歯 1,976

銀合金
前・小臼歯   874

大臼歯   896

※1 大臼歯の4／5冠は、「生活歯」かつ「ブリッジ支台」である場合に限られる。
※2 前装MCは、前歯あるいは「ブリッジ支台である小臼歯」に限られる。

◆線鉤

双子鉤
二腕鉤

（レストつき）

14K 1,788 1,365

◆金属歯冠修復（装着・装着材料料は別）

インレー
（修形・KP）

冠形態（PZ）

単純 複雑 前歯3／4冠 臼歯4／5冠 FMC 前装MC
（前歯・単冠）

前装MC
（前歯・Br支台歯）

前装MC
（小臼歯）

乳歯 銀合金 222 348 ‐ ‐ 556 ‐ ‐ ‐

前・

小臼歯

金パラ 620 1,138 1,424 1,364 1,777 2,812
※2

2,816
※2

2,742
※2

銀合金 222 348   448   388   556 1,383
※2

1,387
※2

1,313
※2

14K
(前歯限定） ‐ 2,830 3,549 ‐ ‐ ‐ ‐ ‐

大臼歯
金パラ 821 1,450 ‐ 1,775

※1
2,301 ‐ ‐ ‐

銀合金 239 370 ‐ 　419
※1

  591 ‐ ‐ ‐

◆接着冠

前歯 小臼歯 大臼歯

金パラ 1,422 1,362 1,773

銀合金   446   386   417
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研究会研究会
案内案内

WEB参加の申込みは、協会
HP「いい医療ドットコム」
のイベントカレンダーから
もできます。「神奈川県保
険医協会」で検索を！

神奈川県保険医協会※  研究会に会場参加の際は、マスク着用・手指の消毒等の感染症対策にご協力ください。また発熱症
状等がある場合は参加をお控えください。　　　　　　　　　　※ 必ず事前にお申込みください。

※新型コロナウイルス感染拡大や天災等により、急遽開催形式を変更または中止させていただく場合がご
ざいます。その場合は当会HP「いい医療ドットコム」にて適宜お知らせします。予めご承知おき願います。

※ 協会行事においては、その模様を写真撮影し、記事とともに機関紙に掲載することがありますので予めご了承ください。

9月4日(金)午後7時～ 9月3日(木)午後7時～

経

営

研

究

会

　

本
年
１０
月
１
日
よ
り
「
改
正
労
働
施
策
総
合
推
進
法
」

が
施
行
さ
れ
ま
す
。
事
業
主
に
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
（
カ

ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
求
職
者
等
へ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
）
の
義
務
化
が
課
せ
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
９
月

中
に
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
や
、
い
ま
一
度
カ

ス
ハ
ラ
へ
の
対
応
に
つ
い
て
当
会
顧
問
の
社
会
保
険
労
務

士
＆
弁
護
士
と
一
緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
第
一
部
は

「
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
・
求
職
者
等
に
対
す
る
セ

ク
シ
ュ
ア
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
の
義
務
化
に
つ
い
て
」
、

第
二
部
は
「
医
療
機
関
に
お
け
る
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
応
等
に
つ
い
て
（
仮
）
」
を
ご
講
演
い
た
だ
き
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
院
長
必
見
！
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
対
策
の
Ａ
to
Ｚ

　
　
　
　
　
―【
本
年
１０
月
１
日
か
ら
】必
ず
講
じ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
措
置
と
は
―
」

講
　
師
　【
第
一
部
】（
約
４５
分
）

　
　
　
　
社
会
保
険
労
務
士
法
人
Ｈ
Ｒ

　
　
　
　
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

横
浜
事
務
所

社
会
保
険
労
務
士

菅
原　

由
紀
氏

　
　
　
　【
第
二
部
】（
約
４５
分
）

　
　
　
　
馬
車
道
法
律
事
務
所

　
　
　
　
弁
護
士

小
賀
坂　

徹
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
申
込
時
に
事
前
質
問
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
時
間
の
都

合
上
、
全
て
お
答
え
で
き
な
い
可
能
性
も
あ
り
ま
す
の

で
予
め
ご
了
承
く
だ
さ
い（
質
疑
応
答
時
間
は
約
２０
分
）。

お
申
込
み
　
税
対
経
営
部

歯

科

臨

床

研

究

会

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
最
近
の
歯
冠
修
復
材
料

と
接
着
シ
ス
テ
ム
の
マ

ッ
チ
ン
グ
を
探
る
！
」

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

臨
床
科
学
系

　
　
　
　
歯
科
診
療
支
援
学
講
座

　
　
　
　
ク
リ
ニ
カ
ル
・
バ
イ
オ
マ
テ
リ
ア
ル
学
分
野

　
　
　
　
教
授

二
瓶　

智
太
郎
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
５０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
講
師
は
来
場
予
定
で
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

9月10日(木)午後2時30分～ 9月5日(土)午後6時～

Ｊ
Ｏ
Ｙ
会
第
４５
回
研
究
会

　

〝
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
〟
は
ク
リ
ス
タ
ル
ガ
ラ
ス
な
ど

を
ワ
イ
ヤ
ー
で
つ
な
げ
た
も
の
を
、
窓
辺
に
つ
る
す
と
太

陽
光
を
反
射
し
て
部
屋
の
中
に
虹
色
の
光
を
生
み
出
し
、

幸
運
を
呼
ぶ
と
も
い
わ
れ
て
い
る
注
目
の
イ
ン
テ
リ
ア
ア

イ
テ
ム
で
す
。
今
回
は
、
お
部
屋
に
馴
染
み
や
す
い
ゴ
ー

ル
ド
と
ク
リ
ア
色
の
シ
ン
プ
ル
な
デ
ザ
イ
ン
の
も
の
を
作

り
ま
す
。
是
非
ご
一
緒
に
手
作
り
し
、
幸
運
を
呼
び
込
み

ま
せ
ん
か
？

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
サ
ン
キ
ャ
ッ
チ
ャ
ー
を

作
ろ
う
！
」

講
　
師
　
歯
科
技
工
所 O

rtho Labo

エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
所
属

鈴
木　

優
美
氏

参
加
費
　
２
千
５
０
０
円
（
事
前
振
込
）

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

定
　
員
　
８
名
（
先
着
順
）

※
事
前
に
Ｆ
Ａ
Ｘ
案
内
の
ご
返
送
ま
た
は
お
電
話
で
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

※
お
申
込
み
締
切
は
、
８
月
２８
日
（
金
）
で
す
。
お
申
込

み
が
完
了
し
た
先
生
に
の
み
、
お
振
込
み
先
な
ど
の
詳

細
な
案
内
を
お
送
り
い
た
し
ま
す
。
ご
希
望
の
連
絡
先

（
メ
ー
ル
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
）も
あ
わ
せ
て
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
Ｊ
Ｏ
Ｙ
会

臨

床

懇

話

会

　

医
療
制
度
改
革
の
影
響
で
以
前
と
は
違
っ
た
も
の
に
な

り
つ
つ
あ
る
緩
和
ケ
ア
病
棟
。
入
院
料
見
直
し
に
よ
る
長

期
入
院
の
減
少
や
ス
タ
ッ
フ
の
働
き
方
改
革
な
ど
の
変
化

を
受
け
入
れ
な
が
ら
も
頑
張
っ
て
い
る
現
場
か
ら
の
報
告

を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

テ
ー
マ
　「
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
お
け
る

医
療
制
度
改
革
の
影
響
」

講
　
師
　
湘
南
中
央
病
院

緩
和
ケ
ア
科

　
　
　
　
内
科
医
長

片
町　

守
男
氏

参
加
対
象
　
会
員
（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

参
加
方
法
　
①
か
②
い
ず
れ
か

①
協
会
会
議
室

：

定
員
１
２
０
名

②
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加

：
下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

※
日
医
生
涯
教
育
講
座
Ｃ
Ｃ「
８１（
終
末
期
の
ケ
ア
）」１
単
位

　【
医
籍
番
号
の
入
力
に
つ
い
て
（
下
記
《
重
要
》
参
照
）】

お
申
込
み
　
研
究
部

9月30日(水)午後7時～ 9月13日(日)午前9時30分～
　

口
腔
機
能
実
地
指
導
料
施
設
基
準
研
修
会

歯

科

特

別

研

究

会

　

２
０
２
６
年
診
療
報
酬
改
定
で
新
設
さ
れ
た
「
口
腔

機
能
実
地
指
導
料
」
の
施
設
基
準
に
対
応
し
た
研
修
会

で
す
。
研
修
内
容
は
、
口
腔
機
能
発
達
不
全
症
お
よ
び

口
腔
機
能
低
下
症
の
概
要
、
検
査
法
、
訓
練
法
お
よ
び

実
地
指
導
方
法
等
（
入
院
患
者
や
在
宅
・
施
設
療
養
患

者
へ
の
対
応
を
含
む
）
に
係
る
内
容
で
す
。

と
こ
ろ
　
か
な
っ
く
ホ
ー
ル

（
Ｊ
Ｒ
「
東
神
奈
川
駅
」
よ
り
徒
歩
１
分
）

講
　
師
　
神
奈
川
歯
科
大
学
歯
学
部

臨
床
科
学
系

　
　
　
　
全
身
管
理
歯
科
学
講
座

障
害
者
歯
科
学
分
野

教
授

小
松　

知
子
氏

参
加
費
　
２
千
円
（
事
前
振
込
）

参
加
対
象
　
協
会
歯
科
会
員
の
医
療
機
関
に
勤
務
す
る
歯
科

衛
生
士

定
　
員
　
３
０
０
名

参
加
方
法

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

も
し
く
は
協
会
Ｈ
Ｐ

よ
り
お
申
込
み

お
申
込
み
　
歯
科
研
究
部

歯
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

　

開
業
し
た
先
生
は
開
業
１
年
後
、
厚
生
局
が
実
施
す
る

行
政
指
導
「
新
規
個
別
指
導
」
を
必
ず
受
け
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
対
象
カ
ル
テ
は
１０
件
、
そ
の
他
技
工
指
示
書

な
ど
多
く
の
関
係
文
書
等
も
持
参
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
指
導
結
果
は
「
概
ね
妥
当
」
、「
経
過
観
察
」、「
再
指

導
」
で
、「
再
指
導
」
に
な
る
と
新
規
個
別
指
導
を
受
け

て
か
ら
約
１
年
後
に
通
常
「
個
別
指
導
」
に
移
行
し
、
対

象
カ
ル
テ
は
３０
件
に
増
え
て
し
ま
い
ま
す
。
再
指
導
に
な

ら
な
い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト
を
再
確
認
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室

テ
ー
マ
　「
歯
科
新
規
個
別
指
導
の

対
策
講
習
会
」

講
　
師
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

講
師
団

参
加
対
象

歯
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
こ
れ
か
ら
新
規
個
別
指
導
を
迎
え
る
方
を
対
象
と
し
た

講
習
会
と
な
り
ま
す
。

※
開
場
は
９
時
で
す
。
開
始
時
刻
１０
分
前
ま
で
に
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
当
日
、書
籍『
歯
科
保
険
診
療
の
研
究
２
０
２
６
年
６
月

版
』を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。書
籍
は
各
会
員
に
１
冊
無
料

で
送
付
し
て
お
り
ま
す
。

※
当
講
習
会
は
年
に
５
回
程
度
開
催
し
て
お
り
ま
す
。

お
申
込
み
　
歯
科
保
険
診
療
対
策
部

施設基準

研
究
会
参
加
費
に
つ
い
て

　
特
に
記
載
の
な
い
研
究
会
、
講
習
会
の
参
加
費
は
無
料
で
す
。
参
加
費
を

い
た
だ
く
研
究
会
は
、
電
話
で
お
申
込
み
の
上
、
郵
便
口
座
に
参
加
費
を
お

振
込
み
く
だ
さ
い
。
尚
、
通
信
欄
に
①
研
究
会
名
、
②
医
療
機
関
の
ご
連
絡

先
を
必
ず
ご
記
入
く
だ
さ
い
。

郵
便
口
座
名

神
奈
川
県
保
険
医
協
会
　
口
座
番
号

０
０
２
６
０
‐
２
‐
２
２
２
０

◆
協
会
へ
お
越
し
の
皆
様
へ
（
お
願
い
）

　
協
会
に
駐
車
場
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
自
身
で
駐
車
場
を
確
保
い
た
だ
く

か
、
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
は
㈱
デ
ン
ソ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
の
登
録
商
標
で
す
。

※
《
重
要
》
神
奈
川
県
医
師
会
の
要
請
に
よ
り
、
日
医
生
涯
教
育
講
座
（
Ｃ
Ｃ
）
の
単

位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
、
①
性
別
、
②
医
籍
登
録
番
号
、
③
（
医
師
会
会
員

の
場
合
は
）
所
属
郡
市
医
師
会
名
の
登
録
が
必
須
と
な
り
ま
す
（
２５
年
４
月
よ
り

変
更
）。
未
入
力
・
入
力
間
違
い
等
不
備
が
あ
る
場
合
、
単
位
を
取
得
い
た
だ
け
ま

せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
（
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
当
会
は
一
切
の
責
任
を
負
い

か
ね
ま
す
）。
な
お
、
会
場
参
加
の
場
合
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
申
込
時
に
所
定
の
欄
に
ご
記

載
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
参
加
で
単
位
取
得
を
希
望
す
る
場
合
は
参
加
時
間

が
単
位
取
得
に
影
響
し
ま
す
の
で
、
最
初
か
ら
最
後
ま
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

9月13日(日)午前10時～ 第
３２
期
第
３
回 

臨
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

臨
時
評
議
員
会
の
ご
案
内

　

左
記
の
と
お
り
第

　

左
記
の
と
お
り
第
３２３２
期
第
３
回
臨
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

期
第
３
回
臨
時
評
議
員
会
を
開
催
い
た

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

し
ま
す
。
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
、
評
議
員
の
先
生
方
に
は
別
途
、

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

往
復
は
が
き
を
郵
送
し
て
お
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
ご

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

確
認
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

と
　
き

と
　
き
　
９
月
９
月
１２１２
日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時

日
（
土
）
午
後
５
時
～
６
時

と
こ
ろ

と
こ
ろ
　
協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

協
会
会
議
室
・
Ｗ
Ｅ
Ｂ
併
用

【【
議
題
議
題
】】

　
第
１
号
議
案
　

第
１
号
議
案
　
２
０
２
５
年
度
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

２
０
２
５
年
度
決
算
の
承
認
を
求
め
る
件

　
第
２
号
議
案
　
秋
か
ら
の
医
療
運
動
に
つ
い
て

　
第
２
号
議
案
　
秋
か
ら
の
医
療
運
動
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
秋
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

　
特
別
報
告
　
　
秋
の
会
員
増
加
推
進
月
間
に
つ
い
て

　
そ
の
他

　
そ
の
他

【
懇
親
会
】　

【
懇
親
会
】　
午
後
６
時

午
後
６
時
１５１５
分
～
７
時

分
～
７
時
４０４０
分
（
予
定
）

分
（
予
定
）

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
８
月

　
　
　
　
　
　
　

２
０
２
６
年
８
月

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

　
　
　
　
　
　
　

第

　
　
　
　
　
　
　

第
３２３２
期
評
議
員
会
議
長

期
評
議
員
会
議
長 

伴　

孝

伴　

孝

医
科
・
新
規
指
定
医
講
習
会

と
こ
ろ
　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
ラ
イ
ブ
配
信

講
　
師
　
保
険
医
協
会
役
員
と
保
険
診
療
対
策
部
員

参
加
対
象

医
科
会
員（
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
ご
家
族
も
可
）

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
の
パ
ス
コ
ー
ド
等
は
、
事
前
に
お
送
り
す
る

テ
キ
ス
ト
に
同
封
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
郵
便
事
情

の
関
係
で
発
送
か
ら
到
着
ま
で
に
１
週
間
近
く
か
か
る

事
例
も
生
じ
て
い
ま
す
。
早
め
の
お
申
込
み
に
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

※
資
料
は
１
部
お
送
り
し
ま
す
。
そ
れ
以
上
必
要
な
方
は

後
日
お
知
ら
せ
す
る
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
く
だ
さ
い
。

※
次
回
開
催
は
１１
月
の
予
定
で
す
。
お
申
込
み
等
は
開
催

月
の
前
月
（
１０
月
）
か
ら
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
開
業
１
年
以
上
で
参
加
を
希
望
す
る
方
は
個
別
に
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

お
申
込
み
　
保
険
診
療
対
策
部

会場参加のお申込み・お問合せは、協会事務局（℡：045-313-2111）までご連絡ください
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「
増
収
は
あ
る
も
の
の
、
支
出
の
方
が
多
く
、
根
本
的
な
経
営
改
善
に
は
な
っ
て

い
な
い
」、「
届
出
が
大
変
」

―
。
今
次
診
療
報
酬
改
定
を
巡
り
、
会
員
か
ら
現
場

の
声
が
多
数
寄
せ
ら
れ
た
。
改
定
結
果
に
対
し
て
７
割
超
が
「
不
満
」、
６
割
が
「
減

収
」
と
の
回
答
だ
っ
た
。

※
意
見
募
集
期
間
は
４
月
１６
日
か
ら
７
月
１３
日
。

支
出
増
に
見
合
わ
ぬ
改
定
プ
ラ
ス
分

簡
潔
・
大
幅
な
引
き
上
げ
を

読みやすさ等を優先し、頂いたコメントに一部修正を加えている場合がございます。ご了承ください。

◆
物
価
・
人
件
費
が
高
騰
し
て
も
、
我
々

は
公
定
価
格
の
収
入
が
主
な
の
で
、

診
療
報
酬
が
上
が
っ
て
も
ら
え
な
け

れ
ば
経
営
が
成
り
立
ち
ま
せ
ん
。
こ

ん
な
低
い
改
定
で
は
、
話
に
な
り
ま

せ
ん
。
こ
れ
で
は
地
域
医
療
の
崩
壊

が
生
じ
、
国
民
が
困
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

（
竹
下
歯
科
医
院
・
竹
下　

義
仁
）

◆
在
宅
医
療
に
つ
い
て
人
員
体
制
な
ど

厳
し
く
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
外
来

も
、
そ
も
そ
も
物
価
高
で
受
診
患
者

が
減
少
し
て
い
る
た
め
少
額
の
診
療

報
酬
の
増
収
で
は
追
い
つ
か
ず
、
安

定
し
た
経
営
が
難
し
い
。

（
内
科
）

◆
保
険
の
診
療
報
酬
は
医
師
・
歯
科
医

師
が
も
う
か
ら
な
い
よ
う
に
で
き
て

い
る
。
も
は
や
あ
こ
が
れ
の
職
業
で

は
な
く
な
り
、
目
指
す
若
者
も
減
少

す
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
一
端
が
「
直

美
」
に
表
れ
て
い
る
。
や
っ
て
も
や

っ
て
も
も
う
か
ら
な
い
の
で
は
現
役

も
疲
弊
し
、
当
然
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

も
低
下
す
る
。
衛
生
士
、
助
手
、
技

工
士
に
も
魅
力
の
な
い
業
界
と
映

る
。
医
療
全
体
で
、
離
職
が
大
問
題

に
な
っ
て
い
る
。

　

（
王
禅
寺
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

三
橋　

健
一
郎
）

◆
診
療
報
酬
の
増
収
は
あ
り
が
た
い

が
、
そ
れ
以
上
の
人
件
費
や
物
価
の

高
騰
に
み
あ
っ
て
い
な
い
の
が
現
状

で
す
。
ま
た
、
診
療
報
酬
が
上
が
っ

現場の声「イエローページ」

て
も
、
高
点
数
指
導
に
ひ
っ
か
か
る

の
を
懸
念
し
て
し
ま
う
の
で
そ
こ
の

問
題
は
解
決
し
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

（
オ
ー
サ
ム
デ
ン
タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

白
木　

幹
）

◆
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
っ
て
、
保
険

制
度
と
し
て
あ
り
え
な
い
。
医
療
費

の
対
価
を
患
者
さ
ん
が
払
う
の
で
あ

っ
て
、
な
ぜ
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
料
を
支

払
う
の
か
？
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
算
定

し
て
い
る
医
療
機
関
と
し
て
い
な
い

所
で
料
金
が
異
な
る
の
も
、
保
険
制

度
に
な
じ
ま
な
い
。
廃
止
一
択
。

　

（
あ
ざ
み
野
ポ
プ
ラ
歯
科
ク
リ
ニ
ッ

　

ク
・
武
藤　

亮
治
）

◆
増
収
は
あ
る
も
の
の
、
支
出
の
方
が

多
く
、
根
本
的
な
経
営
改
善
に
は
な

っ
て
い
な
い
。
ま
た
、
患
者
負
担
も

大
き
く
な
る
た
め
、
医
療
機
関
へ
直

接
的
な
収
入
と
な
る
よ
う
な
手
立
て

が
欲
し
い
。

（
内
科
）

◆
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
の
試
み
は
評

価
す
る
が
事
務
作
業
が
複
雑
す
ぎ

◆
事
務
仕
事
が
増
え
て
も
、
個
人
経
営

の
医
院
の
院
長
に
は
何
の
見
返
り
も

な
く
、
残
業
が
増
え
る
の
み
で
す
。

働
き
方
改
革
？
個
人
経
営
者
を
圧
迫

す
る
も
の
で
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料
、
こ
れ
も
謎
の

制
度
で
す
。
本
来
の
治
療
や
個
人
の

る
、
現
場
を
知
ら
な
い
人
間
が
作
っ

た
制
度
。

（
歯
科
）

◆
ベ
ア
の
算
定
・
計
算
が
複
雑
。
一
律

で
ベ
ア
加
点
し
て
ほ
し
い
。
（
歯
科
）

◆
今
回
、
い
ろ
い
ろ
と
加
算
で
対
応
し

て
い
る
が
非
常
に
事
務
作
業
が
多
く

困
難
。
１
点
10
円
を
１
点
12
円
と

か
に
し
て
ほ
し
い
。
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ

加
算
は
、
来
年
か
ら
な
く
な
っ
た
ら
、

そ
の
後
給
与
を
下
げ
る
こ
と
も
で
き

ず
、
難
し
い
。

（
医
科
）

◆
ス
タ
ッ
フ
や
技
工
士
の
た
め
の
ベ
ー

ス
ア
ッ
プ
は
分
か
る
が
、
そ
れ
を
管

理
し
て
い
る
院
長
は
、
無
給
な
の
が

不
満
で
す
。
８
月
の
提
出
の
時
も
、

そ
れ
な
り
に
考
え
て
計
算
し
て
い
る

時
間
が
あ
り
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
の

様
な
簡
単
な
物
で
は
な
い
で
す
。
こ

の
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
に
１
点
で
も
院
長

の
取
り
分
が
欲
し
い
で
す
。
メ
ー
ル

送
信
（
関
東
信
越
厚
生
局
）
の
確
認
も

１
日
以
上
か
か
り
、
確
認
が
と
れ
て

い
る
か
も
心
配
で
す
。

（
歯
科
）

努
力
に
対
し
て
の
報
酬
で
は
な
く
、

謎
の
内
容
。
本
来
全
体
的
な
底
上
げ

が
あ
れ
ば
必
要
な
い
は
ず
で
す
。

　

オ
ン
ラ
イ
ン
の
内
容
も
増
え
て
い

ま
す
が
、
機
械
が
故
障
し
た
時
の
バ

ッ
ク
ア
ッ
プ
や
修
理
、
対
応
、
い
ざ

や
り
始
め
た
ら
半
日
つ
ぶ
れ
ま
す
。

電
気
が
な
け
れ
ば
、
何
も
で
き
な
い

環
境
に
な
り
ま
し
た
。

　

ネ
ッ
ト
、
オ
ン
ラ
イ
ン
、
今
ど
き

で
先
進
の
イ
メ
ー
ジ
で
す
が
、
「
壊

れ
る
」
と
い
う
こ
と
に
対
し
て
目
を

つ
ぶ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

◆
Ｎ
Ｈ
Ｋ
を
は
じ
め
、
こ
れ
だ
け
地
域

　

今
回
の
診
療
報
酬
改
定
は
、

物
価
高
騰
・
人
件
費
上
昇
・
材

料
費
上
昇
に
対
し
て
、
あ
ま
り

に
も
不
十
分
で
あ
り
、
民
間
医

療
機
関
の
経
営
実
態
を
全
く
反

映
し
て
い
な
い
と
感
じ
ま
す
。

も
は
や
小
手
先
の
点
数
調
整
で

は
、
こ
の
制
度
の
限
界
は
隠
せ

な
い
と
こ
ろ
ま
で
来
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
民
間
医
療
機
関

は
、
個
人
の
資
金
と
責
任
で
設

立
・
運
営
し
て
い
る
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
医
療
の
価
格
は
国
に

よ
っ
て
一
方
的
に
決
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
経
営
責
任
は
医
療
機

関
に
負
わ
せ
な
が
ら
、
価
格
決

定
権
は
与
え
な
い
。
こ
の
構
造

自
体
が
極
め
て
不
公
正
で
あ

り
、
民
間
医
療
機
関
を
国
の
決

め
た
点
数
に
従
属
さ
せ
る
制
度

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

診
療
報
酬
上
で
は
、
短
時
間

で
済
ま
せ
る
診
療
も
、
時
間
を

か
け
た
丁
寧
な
説
明
や
精
密
な

診
療
も
、
技
術
や
質
の
違
い
が

十
分
に
評
価
さ
れ
ま
せ
ん
。
こ

れ
で
は
、
真
面
目
に
質
の
高
い

医
療
を
行
お
う
と
す
る
医
療
機

関
ほ
ど
疲
弊
し
て
い
き
ま
す
。

医
療
の
質
を
守
る
制
度
で
は
な

く
、
む
し
ろ
質
の
高
い
医
療
を

行
う
ほ
ど
苦
し
く
な
る
制
度
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

さ
ら
に
、
低
価
格
す
ぎ
る
医

療
費
は
、
患
者
の
健
康
意
識
を

低
下
さ
せ
る
危
険
性
が
あ
り
ま

す
。「
悪
く
な
っ
た
ら
安
く
治

し
て
も
ら
え
ば
よ
い
」
と
い
う

意
識
を
生
み
、
予
防
や
セ
ル
フ

ケ
ア
、
自
分
の
身
体
を
自
分
で

守
る
と
い
う
責
任
感
が
育
ち
に

く
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
医
療

機
関
だ
け
で
な
く
、
国
民
の
健

康
に
と
っ
て
も
大
き
な
損
失
で

す
。

　

も
ち
ろ
ん
、経
済
的
困
窮
者
、

先
天
的
疾
患
、
不
慮
の
事
故
な

ど
に
対
す
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
は
必
要
で
す
。
し
か
し
、
す

べ
て
の
医
療
を
一
律
に
低
価
格

へ
押
し
込
め
る
現
在
の
仕
組
み

は
、
真
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
は
言
え
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

医
療
の
価
値
を
不
当
に
低
く
見

せ
、
医
療
機
関
と
患
者
の
双
方

を
国
に
依
存
さ
せ
る
構
造
に
な

っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
の
医
療
界
は
、
診
療
報

酬
改
定
の
た
び
に
国
か
ら
与
え

ら
れ
る
点
数
の
増
減
に
一
喜
一

憂
す
る
構
造
か
ら
抜
け
出
せ
て

い
ま
せ
ん
。
ま
る
で
親
鳥
か
ら

与
え
ら
れ
る
餌
を
待
つ
雛
の
よ

う
に
、
医
療
機
関
が
自
ら
の
価

値
や
価
格
に
つ
い
て
主
体
的
に

発
言
で
き
な
い
状
態
に
置
か
れ

て
い
る
こ
と
自
体
が
、
大
き
な

問
題
で
す
。

　

保
険
医
協
会
に
は
、
単
な
る

点
数
引
き
上
げ
の
陳
情
に
終
わ

ら
ず
、
民
間
医
療
機
関
が
国
の

決
め
た
点
数
に
従
属
し
続
け
て

い
る
現
実
そ
の
も
の
を
、
も
っ

と
正
面
か
ら
社
会
に
問
う
て
い

た
だ
き
た
い
で
す
。
今
必
要
な

の
は
、
小
手
先
の
改
定
で
は
な

く
、
医
療
の
価
値
を
誰
が
ど
の

よ
う
に
決
め
る
の
か
と
い
う
根

本
的
な
議
論
で
す
。
こ
の
構
造

に
踏
み
込
ま
な
い
限
り
、
医
療

機
関
の
疲
弊
も
、
医
療
の
質
の

低
下
も
、
患
者
の
健
康
意
識
の

低
下
も
止
め
ら
れ
な
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
国
の
決
め
た
点
数

に
黙
っ
て
従
い
続
け
る
だ
け
な

ら
、
民
間
医
療
機
関
は
自
立
し

た
専
門
職
で
は
な
く
、
制
度
に

管
理
さ
れ
る
下
請
け
機
関
に
な

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

医
療
の
中
核
に
あ
る
病
院
の
危
機
が

報
道
さ
れ
れ
ば
、
手
当
が
手
厚
く
な

る
の
は
当
然
。
で
は
診
療
所
は
？
し

か
も
そ
の
内
訳
は
…
…
。

　

コ
メ
デ
ィ
カ
ル
、
サ
イ
ド
ス
タ
ッ

フ
に
は
働
き
方
改
革
の
一
環
と
し
て

手
厚
く
、
マ
ス
コ
ミ
報
道
で
は
、
充

分
に
や
っ
て
る
感
、
や
っ
て
ま
す
感

が
出
て
い
る
。
で
は
、
実
情
は

…
…
。

　

過
日
、
権
丈
先
生
の
ご
講
演
に
参

加
し
た
が
、
質
疑
応
答
Ｑ
＆
Ａ
の
フ

リ
ー
ト
ー
ク
で
は
現
実
を
教
え
て

（
本
音
の
）
頂
い
た
が
、
感
想
を
い

え
ば
…
や
る
せ
な
い
…
の
一
言
。

（
歯
科
）

◆
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
し
て
い
な
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
に
と
っ
て
は
加
算
の
算
定

は
無
理
。
医
師
が
高
齢
の
た
め
医
療

Ｄ
Ｘ
の
参
入
は
思
う
よ
う
に
い
か
な

い
。
こ
の
ま
ま
で
は
経
営
し
て
い
け

な
く
な
る
。

（
内
科
）

◆
電
子
カ
ル
テ
を
更
新
し
な
い
と
い
け

な
い
が
、
合
わ
せ
て
マ
イ
ナ
読
み
取

り
機
も
更
新
す
る
よ
う
、
新
し
く
マ

イ
ナ
読
み
取
り
機
に
つ
な
ぐ
Ｐ
Ｃ
を

40
万
円
で
販
売
さ
れ
る
。
（
内
科
）

◆
保
険
医
協
会
が
ス
ト
を
先
導
し
て
く

だ
さ
い
。

（
歯
科
）

複
雑
・
不
合
理
な
ベ
ア
評
価
料

複
雑
・
不
合
理
な
ベ
ア
評
価
料

「
壊
れ
る
」
に
目
を
つ
ぶ
る

「
壊
れ
る
」
に
目
を
つ
ぶ
る

Ｄ
Ｘ
化

Ｄ
Ｘ
化

医療の価値とは？  根本的な議論を

不満・減収目立つ
①今回の改定は満足ですか？

n=40

n=40

②経営的な影響はいかがですか？

増収：4人
（10％）

影響なし：7人
（18％）

満足：3人
（8％）未記入：1人

（3％）

どちらとも
いえない：7人

（18％）

未記入：3人（8％）
わからない：1人（3％）

減収：25人
（63％）

＊  小数点第一位を
四捨五入。

不満：29人
（73％）
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◆
歯
科
医
が
歯
科
技
工
を
行
い
義
歯
製

作
を
し
て
い
ま
す
。
今
次
改
定
の
鋳

造
鉤
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
使
用
や
補
強

線
の
扱
い
は
、
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
の

鋳
造
設
備
が
な
い
歯
科
医
院
に
と
っ

て
看
過
で
き
ま
せ
ん
。
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
Ｃ

Ａ
Ｍ
冠
、
三
次
元
プ
リ
ン
ト
義
歯
、

チ
タ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
な
ど
主
と
し
て
大

手
の
技
工
所
で
な
け
れ
ば
で
き
な
い

改
定
が
多
く
、
伝
統
的
歯
科
技
工
は

や
る
な
、
廃
れ
ろ
と
言
っ
て
い
る
よ

う
に
し
か
思
え
ま
せ
ん
。
そ
も
そ
も

弾
力
の
な
い
コ
バ
ル
ト
ク
ロ
ム
鋳
造

鉤
や
天
然
歯
と
硬
度
の
異
な
る
チ
タ

ン
を
使
用
さ
せ
る
の
は
理
工
学
的
医

学
的
に
疑
問
で
す
。

（
歯
科
）

◆
・
再
診
月
以
降
の
歯
管
の
10
点
減
算

や
19
歯
未
満
の
Ｓ
Ｐ
Ｔ
の
減
算
な

ど
長
期
管
理
に
よ
る
治
療
に
対
す

る
減
算
が
大
き
い
と
感
じ
る
。

　

・
ニ
ト
リ
ル
グ
ロ
ー
ブ
や
紙
エ
プ
ロ

ン
な
ど
治
療
に
用
い
る
材
料
等
が

高
騰
し
て
い
る
の
で
、
今
回
の
初

再
診
料
と
物
価
対
応
料
で
は
全
く

足
り
な
い
。
早
急
に
追
加
の
加
算

◆
今
回
の
改
定
に
お
い
て
は
＋
３
・

09
％
と
プ
ラ
ス
の
改
定
に
よ
り
病

院
と
し
て
は
増
収
が
見
込
め
る
形

と
な
り
ま
し
た
。
た
だ
反
対
に
実

際
に
起
こ
っ
て
い
る
資
材
、
食
材

の
物
価
高
騰
に
よ
り
純
利
益
が
ど

の
程
度
に
な
る
の
か
ま
だ
見
込
め

て
お
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
た
め
、
２
０
２
６
年
度
診

療
報
酬
改
定
で
は
療
養
病
棟
と
し

及
び
補
助
金
に
よ
る
支
援
を
お
願

い
し
た
い
。

　
　

（
ふ
た
む
ら
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
・

二
村　

哲
）

◆
技
工
所
の
援
助
の
た
め
に
歯
技
ベ
ア

を
申
請
し
た
が
、
年
１
回
の
報
告
書

提
出
や
３
年
間
の
書
類
保
存
及
び
ベ

ー
ス
ア
ッ
プ
支
援
料
の
請
求
が
増
え

れ
ば
技
工
料
の
消
費
税
計
算
が
面
倒

に
な
り
、
毎
月
の
請
求
書
の
確
認
も

し
な
い
と
い
け
な
く
な
る
。
歯
科
医

院
側
に
は
何
も
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
！

歯
技
ベ
ア
に
関
し
て
は
国
の
方
で
改

善
を
し
て
も
ら
い
た
い
。
物
価
高
に

対
し
て
不
十
分
な
診
療
報
酬
改
定
で

失
望
し
ま
し
た
。

（
歯
科
）

◆
訪
問
歯
科
、
在
推
進
１
０
０
点
を
算

定
し
て
い
ま
し
た
。
６
月
か
ら
は
算

定
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
分
ど
こ
で
増

収
さ
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？

　

介
護
保
険
の
最
初
か
ら
近
所
の
外

に
出
ら
れ
な
い
人
の
口
の
ケ
ア
を
行

っ
て
き
ま
し
た
。
地
域
医
療
に
貢
献

し
て
き
た
つ
も
り
だ
け
ど
、
小
規
模

診
療
所
で
は
１
０
０
点
加
算
は
で
き

て
届
出
や
算
定
で
き
る
項
目
が
少

な
い
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
と
れ

る
も
の
は
と
る
意
識
が
今
回
の
説

明
会
を
通
し
て
強
く
意
識
づ
け
が

さ
れ
ま
し
た
。

　

ほ
と
ん
ど
が
包
括
の
療
養
病
棟

で
す
が
工
夫
を
し
て
医
療
の
対
価

を
受
け
取
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

特
に
身
体
的
拘
束
最
小
化
に
つ
い

て
は
、
今
後
も
基
準
が
厳
し
く
な

ま
せ
ん
。
ガ
ッ
カ
リ
。

　

初
再
診
時
の
歯
管
の
90
点
統
一
は

初
診
の
患
者
が
少
な
い
か
ら
実
質
マ

イ
ナ
ス
で
す
ネ
。
Ｓ
Ｐ
Ｔ
に
誘
導
し

て
ハ
シ
ゴ
は
ず
し
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

（
あ
さ
み
歯
科
医
院
・東

野　

あ
さ
み
）

る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
の
で
２

０
２
６
年
の
次
の
２
０
２
８
年
改

定
も
視
野
に
入
れ
、
今
の
う
ち
に

取
り
組
ん
で
い
け
れ
ば
と
感
じ
て

お
り
ま
す
。

（
医
科
・
歯
科
）

◆
新
設
の
「
身
体
的
拘
束
最
小
化
推

進
体
制
加
算
」
に
つ
い
て
療
養
病

棟
入
院
基
本
料
を
届
出
て
い
る
私

共
と
し
て
は
、
割
合
３
％
以
下
は

か
な
り
厳
し
い
と
い
う
印
象
を
受

け
ま
し
た
。
日
々
拘
束
最
小
化
へ

の
取
組
を
行
っ
て
い
る
か
ら
こ

そ
、
そ
の
点
に
関
し
て
は
残
念
で

し
た
。

し
か
も
、
領
収
書
に
〝
そ
の
他
〟
２

点
と
い
う
の
は
さ
ら
に
お
か
し
い
。

国
が
決
め
た
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
厚

労
省
と
財
務
省
（
決
め
た
の
は
財
務

だ
か
ら
）
が
、
き
ち
ん
と
Ｔ
Ｖ
で
説

明
す
べ
き
だ
。

◆
自
民
は
私
た
ち
を
ナ
メ
ス
ギ
。（

歯
科
）

◆
保
険
の
ル
ー
ル
を
こ
ろ
こ
ろ
変
え
る

の
は
や
め
て
頂
き
た
い
。
点
数
の
と

り
方
を
勉
強
し
た
人
だ
け
得
す
る
や

り
方
じ
ゃ
な
く
み
ん
な
が
わ
か
り
や

す
い
よ
う
に
変
更
し
て
下
さ
い
。

（
歯
科
）

◆
―
開
業
医
の
つ
ぶ
や
き
―
（
本
当
の

医
療
は
「
食
を
薬
と
せ
よ
」
）

　

保
険
制
度
は
根
底
か
ら
見
直
す
べ

き
。
症
状
優
先
の
現
治
療
は
間
違
い

だ
ら
け
。
質
の
悪
い
医
療
ほ
ど
点
数

が
高
く
な
る
状
況
は
、
し
っ
か
り
と

誤
り
と
認
め
る
べ
き
。
必
須
の
治
療

は
、
わ
ず
か
な
費
用
で
良
い
の
で
す

!!

（
つ
つ
じ
が
丘
診
療
所
・
伊
藤　

喜
一
）

◆
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
総
合
計
画
評

価
料
の
減
算
の
理
由
が
わ
か
り
ま
せ

ん
。
単
な
る
値
下
げ
で
、
Ｐ
Ｔ
の
給

与
の
維
持
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
院
で

は
こ
れ
だ
け
で
月
１
０
０
万
円
程
度

の
減
収
に
な
り
、
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評

価
料
で
は
と
て
も
職
員
の
昇
給
は
無

理
な
状
態
で
す
。

　

（
緑
園
ゆ
き
ひ
ろ
整
形
外
科
・

齋
藤　

幸
弘
）

届
出
が
大
変

◆
届
出
が
大
変
（
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
等
）
。

（
鴇
田
医
院
・
鴇
田　

尚
樹
）

◆
と
て
も
解
か
り
づ
ら
い
で
す
。

◆
直
接
何
が
変
わ
る
の
か
が
、
冊
子
を

見
な
い
と
詳
し
く
分
か
り
ま
せ
ん
。

点
数
も
、
詳
し
く
計
算
し
な
い
と
分

か
り
ま
せ
ん
。
届
出
を
し
な
け
れ
ば

い
け
な
い
事
が
多
い
。
冊
子
に
書
い

て
あ
る
こ
と
を
口
頭
で
読
み
上
げ
る

の
で
は
な
く
、
医
療
事
務
的
に
算
定

す
る
上
で
分
か
り
に
く
い
所
を
説
明

す
る
形
で
話
し
て
い
た
だ
け
る
と
良

か
っ
た
。

◆
賃
金
ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
保
険
料
で

う
め
あ
わ
せ
る
の
は
お
か
し
な
話
。

◆
国
民
の
高
齢
化
に
伴
う
医
療
費
の
増

大
を
鑑
み
れ
ば
満
足
で
き
る
改
定
と

思
い
ま
す
。

（
松
本
歯
科
医
院
・
松
本　

猛
）

◆
・
加
算
な
ど
複
雑
。
ま
た
、
点
数
が

低
い
。

　

・
チ
タ
ン
は
扱
っ
て
な
い
技
工
所
が

あ
り
ま
す
。

　

・
技
工
所
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
。
最
初
か

ら
ｓ
ｅ
ｔ
物
の
点
数
を
上
げ
れ
ば

い
い
と
思
う
。

（
金
子
歯
科
医
院
・
金
子　

実
弘
）

初
再
診
時
の
歯
管
の

初
再
診
時
の
歯
管
の
９０９０
点
統
一
は

点
統
一
は

実
質
マ
イ
ナ
ス

実
質
マ
イ
ナ
ス

と
れ
る
も
の
は
と
る
意
識
で

と
れ
る
も
の
は
と
る
意
識
で

児童虐待防止へ 医療機関の第一歩

子育て支援リーフレット
注文無料で受付中

　子育て中の保護者が抱える育児不安・ストレスの悩み　子育て中の保護者が抱える育児不安・ストレスの悩み

を相談できるきっかけをつくるリーフレットです。を相談できるきっかけをつくるリーフレットです。

　孤立し育児に悩む保護者が行政や支援へと繋がるよ　孤立し育児に悩む保護者が行政や支援へと繋がるよ

う、地域の相談窓口を多数掲載しています。う、地域の相談窓口を多数掲載しています。

　相談を促すコラムや、温かみのある雰囲気のイラスト　相談を促すコラムや、温かみのある雰囲気のイラスト

を用い、手に取りやすいサイズ感（B5三つ折り）となっを用い、手に取りやすいサイズ感（B5三つ折り）となっ

ています。ています。

　かねてより、子どもを巡る痛ましい事件が後を絶たず、　かねてより、子どもを巡る痛ましい事件が後を絶たず、

当協会では2004年から開業医師・開業歯科医師としてで当協会では2004年から開業医師・開業歯科医師としてで

きる児童虐待予防対策に取り組んできました。▽診察室きる児童虐待予防対策に取り組んできました。▽診察室

で気になる親子に渡す、▽待合室やお手洗いに設置のほで気になる親子に渡す、▽待合室やお手洗いに設置のほ

か、▽出産を控えた妊婦に渡す資料にか、▽出産を控えた妊婦に渡す資料に

加えている先生も。県内全域に広がる加えている先生も。県内全域に広がる

会員が、本リーフレットを活用し、あ会員が、本リーフレットを活用し、あ

の手この手で児童虐待を防ぐきっかけの手この手で児童虐待を防ぐきっかけ

を作っています。を作っています。

　注文無料・地域医療対策部までお問　注文無料・地域医療対策部までお問

合せください（合せください（ ℡℡ 045‐313‐2111）。045‐313‐2111）。

《掲載している相談窓口》《掲載している相談窓口》

  ・ 神奈川県内の市区町村の保健福祉センター等の  ・ 神奈川県内の市区町村の保健福祉センター等の

子育て相談窓口子育て相談窓口

  ・ 児童相談所相談専用ダイヤル  ・ 児童相談所相談専用ダイヤル

  ・ こどもの相談窓口 チャイルドライン  ・ こどもの相談窓口 チャイルドラインタイトルの「お母さんひとりで悩まないで」は関心を引くフレー

ズとして採用していますが、配布は母親に限定していません。

手に取りやすいB5三つ折サイズです。

相談を促すコラムも掲載しています。
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